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は
經
濟
と
い
4
も
の
を
文
化
領
域
の
‘中
か
ら
論
理
的
に
孤
±
さ
せ
て
引
出
し
た
の
で
あ
る
が
、興
經
濟
の
目
的
\
叉
は
生
產
カ 

な
る
も
ひ
ギ
此
文
化
領
域
2
の
給
仗
關
係
に
於
て
齓
餘
の
文
化
目
的
一
.切
と
巧
に
調
和
を
保
ち
1
文
化
の
統
一
•が
保
持
さ
れ
る
機
に 

せ
か
ば
が
ら
ぬ
？
經
濟
の
现
念
は
全
體
に
及
べ
を
所
の
全
體
理
今
5
,の
中
に
組
人
れ
ら
れ
る
21
ど
に
依
つ
て
4
、最
後
の
氣
義
を
得
る
の
で 

あ
’る
。

何
故
如
と
い
へ
，ば

、

~個
冬
の
、目
的
の
齓
價
は
、
總
て
皆
、
あ
ら
ゆ
る
坐
活
目
的
の
全
體
の
屮
へ
、
即
ち
一
つ
の
絕
對
的
な
人
間
意 

欲
の
單
化
の
现
念
の
中
へ
之
f
組
入
れ
が
こ
と
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
目
的
(O
'
み
が
基
準
を
與
へ
る
。
而
じ
て
此
目
的
は 

經
濟
に
對
す
る
意
義
と
し
て
は
次
の
妣
く
で
あ
る
。『

人
問
を
ば
？
非
物
質
的
な
^
的
の
爲
に
、
■物
質
的
な
目
的
か
ら
解
放
す
る
こ
と』

」 

(

課
'四
六
：>と
。
吾
人
の
大
に
傾
聽
す
べ
き
言
で
あ
る
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:
1、
ア
メ
リ
カ
聯
邦
の
國
家
的
性
格
と
國
民
の
，國
家
_
::
- 

(

イ)

*■法
人
國
家
V
 
メ
リ
力
聯
邦
の
生
誕

(

口〕

ア
メ
リ
カ
國
民
の
國
家
觀
： 

：

：

，

’：
‘
.

/

,
ニ
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
及
び
經
濟
の
特
質
と
其
の
發
展 

\

■

'

ぐ 

(

イ)
『

獨
立
戰
荦
し
ょ
り
lm .
北
戰
邵
し
に
至
る
發
展
の
特
殊
性

,

c

c
li
t
晁
戰
爭
ょ
り
現
ル
？
，ズ
ゲ
JC
.
ル
ト
政
權
へ
の
發
展
の
特
殊
性 

,

1

一

1 "

結

論 

‘

I
、

ア
メ
リ
カ
孤
邦
の-國
家
的
性
格
と
亂
民
の
國
家
觀.
‘ 

• 

■ 

. 

: 

‘

、

.

.

: 

(

イ)
「

法
人
國
家」

ア
オ
リ
、力

聯

邦

の

生

誕‘
、
.

-

:
•

イ
ギ
リ
ス
^

Tォ
ゲ
岑
に
於
げ
る'植
民
活
軌
の
歷
史
ばJa

h
n
h
a
b
o
t

が
へ
'ン
r

l七
世
の
命
を
承
け
、

r

ア
メ
-リ
カ
探
險
Uの
目
的 

ァ
、
メ 

.？>
職
邦
の
國
家
敗'性
^
XJ
其
の
.財
政
，及
び
經
涤• 

. 

へ
4
0、g-



T-
义

發

力

黎.
’の
，S
取
盼.性
^-
ミ
：
欺‘蘇

咚

及

が

離

#
;
ー

 
ヴ

四

へ

、一Q-
&

を
も
.つ
，て.cape Breton:

岛
附
近
，ぬ
，到
着.レ
た
6:
.ぎ
に
始
ま
る
0ぐ
恰
か
，
^
; 

p
.
.

ン
ネ
、ス
.の
.

「

ア
.ん
y-
-
'力
發
兑
L後
十
年
に
相
^.
す
る
.
o 

ア
メ
リ
ヵ
樑
險
は
、
元
來.

危
險
it
於
.い
て
爲
さ
れ
た
も.の
^
あ
ん
か
ら
Q 

o-'
王
は
採
險
地
に
就
い
て
絕
對
の
生 

權
•敎
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
たo
從
づ
，て
紙
隞
泚
に
於
い
て
土
地.の
'占
赞
を
31
||
1
'せ
ん
と
す
る
者
は
、
す
べ
て
王
ょ
り
免
許
狀：

(letters 

patent)

を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
免
許
狀
受
領
客

(grantees)

は
、
個
人
で
あ
る
と
と
も
あ
り..個
人
の
集
圑(

的
3
1
1̂)

で
あ
る
こ
と
も
あ 

.り
、
報
償
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
然
ら
ざ
る
場
合1

る
が
、
何
れ
.に
し
て
も
.免
許
_
に
定
住
す
：る
こ
と-$
:
條
件
と
し
な
い
。
又
免
許
地 

は
匕
れ
を
全
部
又
は.歡
し
て
他
人
に
&

じ
觀
を
0
建
膨
は
免
許
狀
の
引
渡
に
依
づ
：て
其
の
効
ヵ
を
生
ず
る
0
_必
ず
し
も
王
£
承
認 

女
必
要
.と
し
な
い
の
す
..あ
岁
。
か
く
の
如
ぎ
免—

制
度
は
後
ち
の
土
地.制
度
及
'び
王
室
^

に̂
f

fe
影
響
を
及
ぼ
し
た
。'即
ち
：、
ヾ
 

«
理
的
條
件
：の
良
ぃ

「

北
部」

に
は
土
.
#0:
:
:分
_
が
：.現
は
れ
"
恥
對k

地
理
的
條
件
の
.惡
ぃ「

南
部」

に
は
土
地
'の
擻
申
が
現
は
れ、
' 一
般
：

..
-
•ゾ
,
\
,
:
•-•. 

.、
 . 

.... 

• 

.... 

- 

. 

.
'
.
.

.1
1*
.:

に
不
相
地
主
制
度
が
支
配
的
と
な
つ̂
如
き
、
免
許
狀
の
轉
々
に
依
つ
て.貢
税(

q
& re

n
t
o

支
挪
が
懈
怠
せ
ら
れ
た
如
.き
等
が
其
の 

結
果
で
あ
る
0

^

.

.

. 

,
-

し.：.P 
ぺぃ'.
-.'.'
-.

, 
“
 

•-•
;
.ぅ：
.：.
.'
*
-
...,.••
•
,
;
,
ど'

貢
税
支
拂
が
停
滯
せ
ら
ヰ
る
に
至
つ
た
こ
と
は
王
室
に
と
つ
て
何
ょ
り
の
不
利
益
で
あ
つ
た
。
物
價
の
決
定
を
屮
心
に
、
王
と
銀
行 

(
g
o
M
.
s
l
h
)

と
坐
產
遨(mamlfactolrer)

と
の
鼎
立
關
係
は^:
々
«
*
困
難
と
な
つ
た
。
主
の
金
銀
及
び̂;
^
|
物
に
對
す
る
必
要
は 

從
つ
て
^
し
た
。
そ
こ
で
旣
往
の
免
許
權
を

一

應
す
べ
て
取
消
し
、

「

プ
リ
マ
ス
貿
易
商」(

：Th
e

 P
l
ymouth 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

VJ
に
特 

許
狀(Charter)

を
更
め
て
交
付
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

一

六
〇
六
年
ジ
ヱ
ー
ム
ス

j

世
の
'と
ぎ
で
あ
を
0;
た
だ
土
地
の
狀
況
と
：旣
得
隴 

を
尊
筑
す
る
意
味
合
か
ら
、
こ
の
特
許
狀
は
へ
北
部
に
プ
リ
マ
ス
會
社

(
T
h
e

 P
l
y
m
o
u
t
h

 C
o
m
p
a
n
y
〕、

南
部
に
ロ
ン
ド
ン&
社(

H
tr
g 

L
e
n
d
s

n

c-l
-

l

> 

«.t
f
c自

か

ぢ

證

衍，4

冷
_

潘
鄭
權
受
領
者
を
優
先
慕
入
す
べ
き
も
のi
し
た
o 

こ

れ
に
よ
つ
て
北
部
の
會
社
は
定
住
占
有
者
を
、
南
部
の
會
社
は
ロ
ン
ド
ン

在
住
の
不
在
占
有
蕃
を
キ
た
る
株
主
と
し
：て_成
せ
ら
る‘

^
£'
'
奮

^
っ
た
0
セ
ぁ
名
タ
尤
リ
ザ
ス
會_
及
び
：
3
>>
.
シ̂
會
社
；の
：名
稱
の
ぁ
る
所
以
で
ぁ.る
。

、
：

"

;

"
.へ％
»

_〔

特
訊
肷
£
.依

め

、
ソ
4:
:
_を
.
€有
1>
.、'特
浥
生
產
翁
の
维
續|

囊

の

#
許

興

*女
召
1

を
車
受
す
る
。

こ
の
特
許

-

.
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卖
酣
^

發

^

^

は̂
脱
则
と
⑶
で
把
ぬ
住
命
ヤ
る̂

^
と
^
た
メ
會
账
ぬ
^

^
狀
岭
記
載
せ
ら
る
る̂
と
こ
ろ
に
從
ひ
其
め
ま
款
、
 

免

記
®

t
i
b
^
r
^
b
u
:

株
虫
の
.選
翁
ず
る
®
役
會(

b
b
g
c
vg
-
は
其
：の
宛
^
に
從
づ
で
會
社
の
た
め
に
決
議
し
、
會
社
の
業
務
を
執 

#
やW

於
、-定
款
•裹

會

及

：び
«

,

€決
議
ば
"
ずY

.

て
3
苯
^

~>
-代
现
者
1-
!
.で
あ
：る
玄
配
人
の
承
認
を
得
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
さ 

れ
f

m
役
#
比
坐
齑
■
が
生
座
及
淡
其
(7
)
耿
則
を
監
理
じ
プ
貨
幣̂n

„
c
r
e
d

J:
ヒ
發
行
_《

貪
:̂
时
0
秧
序
む
縦
持
ず
：る
等
：の 

\

た
め
に
命
令
?
民

齡

ず

馨
^
で
4
切
ぢ
處
玴
す
^
匕
と
が
肋
來
る
忠
他
レ
、
毅
人*强
絳
_

火
等
の
：取
罪
ば
、
自
然
權
に
も
と
づ
ぐ
裁 

判
官
0
泛
泛
6〕

0:
司
る
と
^
ろ
で
：、.觀
刺
官
は
亥
配
人
と
共
に
：土‘抓
-こ
れ
を
任
命
す
る0
敬
制
宫
は
た
だ
_に
茁
罪
に
就
い
て
處
分
權
を 

'ン
苻
尤
#
の
^
で
^:
ぐ
^
特
評
狀
<D
:

»
!
t
M
對
し
て
監
視
樅
^
有
す
る
。
支
配
人
と
重
役
會
と
の
結
託
.の
弊
を
除
か
ん
と
す
る
趣
ぼ
に
出 

4
各
：こ
と
斷
は
る
だ
で̂

な
い
斤
走
配
ん
ど
裁
判
官
と
の
，ほ
か
に
牧
師
の
赀
⑴
は
何
れ
も
會
此
の

^;
檐
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る9
後
ち
の 

-

ー
權
分
立
制
淤
、.憲
法
翁
判
制
%

、#
產
物
の
肜
康
及
び
取.引
か
銃
制
其
.の
嫩
饬i

ば 

膝
勝
ず
る
^
^
:を
敗
意
$
权
ぱ
な
ぢ
#
0ソ
:'
■,
.—

、

•

：

■
:
•
•

 

:
 

_ 

始
會
师
の
紙
織
法
は
ぃ
南
北
ぬ
エ
會
社
と
も
別
段
變
る
と
こ
ろ
は
な
か
つ
た
が
、，
其
，の
株
式
發
行
の
制
度
及
び
利
益
金
の
處
分
方
法
に 

就
い
て
本
質
的
に
興
な
る
も.の
が
あ
つ
た
。
.元
來
、
北
部
の
免
許
權
は
、
侗
人
が
こ
.れ
を
受
け
た
場
合
で
も
集
團
が
受
け
た
場
合
で
も
1 

そ
作
が
分
割
叉
は
柯
分
割
せ
ら
み
る
の
，を
特
色
と
じ
た
°.
敗
に
集
圑
が
见
許
狀
を¥
請
す
.‘と
き
は
9

连

§)

、
始
め
か
ら
分
割
を0 

的
払
し
て
爲
さ
れ
る
の
で
あ
る
？
と
こ
ろ
が
、
こ
の
分
靴
を
受
け
る
た
め
の
各
人
の
，出
资
ザ
分
割
の
方
法
は
決
し
て
機
秘
的
に
決

^
せ 

_ァ
メ
リ
力
I

の
阈
家
的
性
格v

其
の
財
改
瓦
び
經
濟
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力
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家
的
性
格
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其
の
財
政
及
び
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j

o
六

(

1
0六)

k
れ
る
の
で
は
1
い
0.
、'各
人
の
能
力
及
び
身
分
に’應
It
'
'て
.出
資
し
、■か
く
の
如
ぎ
出
資
に
比
例.じ
て
土
泚
の
分
割
を
受
け
揿
る?>
.の
と 

さ
れ
る
0.
で
あ
を(

2:
1
>チ
^
^
?3.
的
2:
.
0。
-.
土
地
の
分
割
は
、
取
則
と
し
て
其
の
附
資
に
比
例
し
て
爲
さ
れ
る
げ
れ
ど
礼

*家
族
.顏

* 

社
會
的
地
位
等
の
ほ
か
、
分
割
さ
る.ベ
.き
土
地
の
肥
瘠
、
位
置
等
を
斟
酌
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
，る
o
,出
資
は
必
ず
し
%■
■貨
幣
.に
限
ら
^
、 

現
物
只
は
勞
カ
を
も
っ
て
も
爲
さ
れ
る
。.勞
力
を
殊
に
必
要
と
し
た
時
に
は
、
單
に.勞
カ
を
も
た
ら
し
た
と
い
ふ
だ
け
で;'
新
た
.

2

株 

中
；權chead-righty
?:-;

獲
得
す
る
•場
合
も
あ
っ
た
。
锊
使
を
新
た
に
外
國
か
ら
連
れ
て
來
る
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
各
人
の
出
資
は
次
の 

新
た
な
免
許
狀
を
受
ける

た

め
に
積
立
て
ら
れ
る
の
セ
あ
る
が9§

erves

o
、
.こ
の
積
立
は
出
資
の
ほ
か
に
、#.
'
人
に
.配
歡
さ
る
ベ 

き
利
益(

く
3,
0
沒

.̂
;
0筇)
か
ら
も
繰
人
れ
ら
れ
る.0
こ
の
制
度
は
プ
リ
マ
ス
會
社
及
び
其Co
.
-
-
.
以
後
に
^

Wて
も
何
等
其
の
根
本
に
於
い 

て
渝
る
<*
:■

■こ
ろ
紙
な
い
。.た
允
黎
團
が
#■
社
と
な
り
へ
•個
人
.が
.株
主
と
な
っ
た
だ
'
‘け
t

•e'facultiesJ
%

、一
 
九
一
一
年
に
ィ
ス
コ
シ
シ
ン
州
所#-
秕
が
即
來
る
;̂

ぜ
：_地
龙
肥
得
橄
0
規
準
と
せ
ら
れ
た
こ
と
デ
、^:
部
の
.地 

方
財
政
制
度
、
共
和
戴
办
聯
邦
財
政
ゲ
策
歆
が
、
：
か
^
0 ;
紕
5

式̂
制
膨
幻
も
冬
づ
^'
_
の
ぞ
务
石
こ
.と
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
北

さ
れ
る
<?
>
,で
あ
る
。a

ン
ド
ン
會
社
获
株
式̂

cr
p
o
i
a
d
l
H-
.
-
r
^
}
は

|株
^
.1'
-^
志
，で
办
っ
た
0
株
主
は
其
以
任
意
を
も
っ
て 

共
の
保
孖
す
石
株
_

寶
却
^
る
&
.ね
於
出
來
.た
0
'秦
式
を
、煎
場
で
買
得
し
た
款_
ル
同
時
に
會
社
の
株
主
た
る
資
格
を
か
ち
.得
る
の 

货
あ
%■
,
:北
部
に
.於
^
て
啟
嫩
电
權
か
固
奪
叫

f 

0人
格
權
で
お
ホ
が
ず
南
撕̂
於
成
必
は
ナ
の
財
產
權
に
過
ぎ&
い
ゆ
で
あ
る
，
# 

部
ぬ
於
^
で
ば
株
由
0
株
あ
會
に
啟
5

有̂
す
を
發
鼠
«
は
必
*
し
%'
:'
其
の
傲
有
补
か
彬
式
の
多
少
に
依
ら
な
；
^

と
.こ
^
が
：齡
龈
に 

■於
i

s
株

主

霞

株

敦
.多
少
ぬ
比
例
す
蚤
。.1

紙

r

薩

で#

る
ャ
株
主
平
等
權
ば
、
北
部.に
於
い
て
は
人
格
權
に
も
と
づ<;
爷 

等
で
^
各
&
0
ぷ
<
1
&
^
9
、.南
部
に
於
ぃ
て
ぬ
脉
裔
權
に
も
と
囔
如
平
等
で
如
る

Q
i
u
a
l
t
i
y

o
。
か
く
し
て
麻
部
に
大
不
花
地
主
制

度
忆
も
土
々
<

民̂

盤(

、ク^
隹
ポ
0

--)

が
起
^
カ
#
部
ぬ
デ
モ
^
ーウ̂

<1
-凇

:b
ク
々
シ
.
1が
發
達
し
た
の
で
あ!^
:
:

其
の
®

®制
度
、荇

霸

度

：
^
法
選
等
盡
く
か
{
の
如
洁
株
式
僩
度
凇
も
士
づ
べ
と
孓
る
セ
枣
靠̂

の
'撕
生
賴
卿

€
輿

:0
義
調
セ
す
名
と
考
へ
て
大
過
散
い

,0
, 

,

.一
六
0
九
年
.ロ
ン
K
ン
會
枇
.はyirg

B*ia 

m

l

.に
-
一‘
六1

ー
〇
年
プ
リ
マ
ス
會
社
はH
''
?
' conference 

;for. the 

.

.
I
,

E
b

的
^nd 

C
o
m
p
a
n
y

.に
夫
々
.11
新
せ
.ら
れ
、'
,ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
#
批
过
一
六
一
一
五
年
共
の
特
許
權
を
取
消
さ
れ
た
。
.會
社
に
藤
す
名
特
許 

權
が
：更
新
せ
ら
れ
、
取
消
さ
，れ
て.も
、
巳
に
株
主
權
に
依
つ
て
取
得
せ
る
内
有
權
そ
の̂の
に
は
_殆
ん
ど
變
牝
を
及
.ぼ
さ
な
い
.o:
.こ
の
瑣 

か
も
ク
.ロ
ム
々
ェ
：ル
革
命
を
絕
頂
と
し
で

「Hi

權
.の
衰
微」

が
現
は
れ
て
辱
る
か
ら
で
あ
る
。'•王
權
の
‘.衰
微
に
依
つ
て
今
や
特
許
會
社
は 

任
窟
作
支
配
人
を
選
任
し̂
定
欵
を
變
逬
’

決
議
を
執
行
す
る
と
と
が
也
來
た
？
特
許
權
を
赋
與
す
石
も
の
は
王
で
は
な
く
旣
#
の 

特
許
會
社
と
な
つ
たo
即
ち
‘、

ー
ニ
ハ
ニ0
年
プ
.;!
)
.マ
：ス
に
到
著
し
た

「

遒
客
先
.達

0
*
^
^
^
0
.

が
、H

ハ
ニ
ー 
年
に
十
磅
の
株
式
を 

發
行
し
て
會
社
を
組
織
し
、
■特
許
權
を
 
一
一4
丨
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
會
社
か
ち
得
て
ゐ
る
如
き
、
‘
一
'5
-^
，申
ィ
ギ
リ
ス
淸
敎̂

㈡̂
ち
を 

puritans).

に
依
つ
て
設
立
^
れ
た
マ
サ
チ■ tf

セ
ク
ツ
•ベ
.ィ
會
社(Jyrassaqhusetts w

a
y

 colony)

は
、
特
許
權
を
王
ょ
り
受
け
て
居
る 

が

、
：
土

地

、
は

IT,

ュ
ー
ィ
-̂
グ
ラ
ン
.ド
會
社
か
ら
貢
取
つ
：で
居
る
如
き.、
そ
れ
で
あ
る
。.
1六
3
九
铝
組
織
、せ
ら
れ
た
コ
ネ
ク
チ
ヵ
，ッ
ト 

會
社
、1.

六
三
六
年
設
立
せ
ら
れ
た?
1
.ド
.ァ
ィ
ラ
ン
>
會
社
等
ゆ
、
自
か.ら
其

：
の
，
定

款

f

f

i

p

o

f

s

を

つ

く.つ
.て
.
居 

る

？
：

'
;
ン

 

•
. 

, 

ン

〉 

' 

■ 

' 

——

- 

'

こ
の
如
き
傾
向
は
ニ
ハ
六
〇
华
代
後|
-王
政
復
興」

と
共
に
止
ん
だ
0
王
は
、
旣
存
の
す
ベ
て
：の#
社
の
特
許
狀cl

r
t
e
r
)

を
更
新
し 

た

;0
-
王
.れ
.特
許
狀
啟
き
も
の
は
會
酞
の
解
散
を
命
じ
て
、

〔

特
許
狀
を
受
く
べ
き
こ
七.を
强
制
し
た
。
、亥
配
人
は
、
株
虫
會
‘の
選
出
す
る 

者
た
る
'<
?
:
-
然
ら
ざ
る
と
を
問
は
ず
、
、例
外
な
ぐ
王
の
.任
命
|:
,要
す
る
も
の
と
さ
れ
た0
吏
配
人
の
權
限
は
瘸
張
せ
ら
れ
て
、
會
社
は
單

八
メ
ナ
ヵ
聯
糌
ひ

_
家
的
性
格W

邦
の
財
政
及
び
貍
濟 

1
0七

.(

一
0
七)



ア
メ
リ
ヵ
聯
邦
の
卸
家
敗
性
格w

其
の
財
政

A'
.
.び
經
澈 

j
d八

へ
 

一

0
八

) 

な
る
營
利
團
と
し
て
で
な
ぐ
政
治
單
位

{
0̂.
1§
5 -
と
し
て
取
扱
は
る
る
に
至

0
た
9
未

.だ
由
有
麽
ぎ
土
地
は
、
：
こ
れ
を
債
務
の
賠
償
と 

し
て
債
權
者
比
與
へ
，
*
或
ひ
は
功
臣
に
與

.へ：た
。
’：.こ
れ
ら
の

#
社
に
し

.て
王
室
の
支
配
に
歸
し
た
も
の
が

■ ^
0% 

o
t
M 

f
で
ぁ 

る
。

ー
七
艽

1
1苹
迄
に
ヵ

見̂
ナ
ノ

.
-1.4
1.ジ
ャ
ー
シ
ー
、
.メ
1

-X
、
ジ

1
*
ジ
了
等
十

1.1ー
會

社

平

八

會

社

が

、

主

立

#
社

1_
'
'と
•な
つ 

た

'--
0
か
や
ぅ
に
し
て
特
許
會
社
に
對
す
る
王
權
の
擴
張
が
爲
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
外
國
の
特
許

#
社
に
次
第
に
丼
の
勢
力
が
及
ぼ
さ 

れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
.
'フ”ラ
；ン
ス
、‘；ス
^
ィ
シ

>.
等
の
特
許
會
社
が
巳
に
づ
く
ら
れ
て
ゐ
だ

.の
セ
あ
る

,0
,.一
 

'
七
，一
1U
#<D
.4
ト
レ

.ヒ
ト
條
約
、

一
七
六
.

1.11

年
の
バ
リ
條
約
等
.に
依
り
9
.外
國
特
許
會
社
.の
勢
カ
は
，次
第
^
ア
；メ
リ
ヵ
^
り
騮
逐
せ
必
れ
'
了
メ
；=
^
艰
部
に
於
け
名
ィ 

ギ
リ
.、
ス
.の
絲
会
：
は
已
に
十
八
，世

紀

半

ぱ

に

於

い

て

達

せ

ぢ

れ

だ

<2
>
:で

ぁ

泠ベ
：.；：.

こ
：

‘
へ
：;'
;

‘':-.、

-
-
‘
V

V又
，ク：
' 

.

'

イ
ギ
リ
ス
.の
ア
^
::
]
).*
耙
於
け
^
統
.ヤ
運
動
の
發
展
と
共
忙
公
特
許#
社
の
旣
得
權
益
は
次
第
に
縮
小
さ
れ
る
の.み
处
ら
^

為
の 

植
民
政
策
か
ら
屢
ば
差
別
待
遇:5
^
;8
.
|良
0中
J
を
受
け
る
::
&
':i
:<
g
:散
^
た
。.■ご
ハ
*
.

1
#

以
後
の
潋
■々> め
航
海
條
例
が
そ
れ
で 

ぁ
'つ
た
o

.m
に
^
@權
益
が
縮
小
ぞ
れ
务0
,み
食
沿
少
9
終
忙
特
許
_
そ
.
0
の̂
め
喪
央
を
危
俱
せ
し
む
る
立
法
が
屢:̂
な
さ
れ
る
に
''
.; 

至
っ
た
。1

七
六
四
乎
の
砂
搪
條
例-̂
-同
年
の
^

^
例
^

^

^

^

^

^
及
び
キ
七
六
五
年
の
印
紙
條
例
等
は
、
か
く
の
如
き
危
惧 

1
龙
渺
剌
戟
-
た̂
立
法
セ
ぁ
0
た
0
,で
0
結

請

：:.
:
-
:
ブ
セ
六
五
年
.中
月
.の
#
麻

確

認

^,
要
求
.
9a 

D
e
c
l
a
r
a
f
; of,:

^gghts 

_and 

•Qtie^nces

系

f

n

a魯esvdn 

:

f 

rica

<J
が
各
特
許
會
社
代
表^
ぶ
ガ
^
ギ
^
洗
議
會
に
向
.づ
て
爲
さ
れ
、
..禝
求
貫
徹
の
衣
め 

H

拒
：霸

盟

l
o
a
.
ぎ

p
o
f
«
n
當

$
日
展
系
申
合
ざ
：れ
た
げ̂
れ
虼
侬
っ
，て
印
紙
條
例
は
撤
囘4
れ
允
が
い
广
七
六
七
年
植
民/ 

.地
會
霖
犹
办
旗
則
妁
_
に
タ
タ
ン
：タ
〒)

ン
ボ
法
が
立
法
叱
ら
れ
、
其
の
施
行(?
)
'た
め
。に
強
行
法(

窆

0
1§
2:
6
>
&

及
び
、
雀

_
問
題
-
絡̂
^
龙
フ
特
許
看
社
々
:^
ギ
リ
ネ
^
の
紛
猙
过
終
に
釋
<;
;:
べ
：
^

:

社
は
合
同#_

_
i
r
w
c
o
n
t
i
n
e
n

寒

.

q
o
n
g

s々s>:

令
開
脉
セ
苒
度
特
許
權0
確
認
を
^
ギ
リ
ス
議
會
に
も
1
め
、
，1 ?
.出
人
禁
止
崩
合

ベ
€
0ロ
营
€

^

-̂>
.ぬ
0江
&
目)

を
も
つ
て
迫
^

^

ィ̂
ギ
リ
ス
の
容
^
る
^
こ
ろ
と
な
ら
ず
、

一
七
七
六
年
七
月
ニ
 
•日
、
p

-k
!»
:^

.■;
-
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.各
特
許
#
社
は
、
其
，0
特
許
«

_復
の
た
め
に
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-
-
|
共
同
0
#赣」(

0
0
1
1
泛

6
1
^
1
n

o

f
 

の
會
議
o
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R
e
s
o
l
-

く
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,
.■.
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'
■
■/
'
.
,
'
.
.
:
'

^
5

)

を
育
効
ば
.̂

し
む
る
衣
め
の「

共
同
^
行
動」(

0
0&
运
&
1Association).

を
，と
り
、
こ
れ
七
存
續
す
る
た
め
の
勞
，力
費
用
等
負
擒

f!
r
 

/
*
-ハ
.:
:
.
.
.:
-
.
.. 

.

.
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- 

,
.
.
'
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割
赏Q

衣
め
：に§

1
^

機
關」〔

o
J
s
e
s
s
.

.a
u
n
i
t
^
^

居
ゐ
そ
組
織
し
、
こ
れ
に
獨
弈:o
機
關
た
る
地
位
ハ
！nd

e
p
e
n
d
g

 

'4

た
け
れ
^
;^
、

一
 
七
八
三
年
の
パ
M
條

約

は
..
:
'こ
の「

共
同
の
：機
關
し
に

「

獨

菩

：の
掘
家
た
る
承
認
を
興

《

た
も
の
で
は
な
か
-0
た
力 

た
だ
各
特
許
會
社
に
固
有
や
特
許
馏
を
確_認
.し
た
に
池
ま
る
の
で
ぁ
る
。
各
會
社
も
亦
た
唭
の

「

共
同
の
機
關」

忆
咏
久
性
を
認
め
るC 

と
袖
固
ょ
％
其
の
素
志
で
姑
為
か
，っ
た
。
-;
各
會
社
：は
夫
々
：'の
相
反
す
る
刺
害
を
も'っ
.て
ゐ
る
。
況
ん
や
南
北
の
會
社
に
至
つ
て
は
到
底 

相
洛
淋
な
;v
>
弛
柳
^
も
ち
ゼ
相
反
す
.る
經
濟
利
害
の
：邀
礎
:0
土
.に
立
っ
て
届
る
の
.で
ぁ
る
9
.
:
洛
れ
ば
.戰
淨
：

(

1
^
0
1-§
;
1
1
7 

終
了
と
共
に
、
機
會
ぁ
る̂

に
^
離
解
^
ぬ
氣
運
，が
現
は.れ
.た
0
だ
だ
戰
爭
は
ー
5
最
も
重
大
な
紐
帶
を
の
こ
し
た
。
戰
^
に
依
つ
て 

得
た
新
た
な
土
地
と
、
戰
爭
に
依
っ
て
坐
じ
た
新
た
な
債
權
債
務
の
關
係
と
が
即
ち
そ
れ
で
ぁ
る
。
土
地
め
配
分
に
就
い
て
は
屢
々
協
：
 

議
せ
ち
.れ
た
が
::
■'結
局
共
猶.Q 

と
し
て
.保
有
し
、
各
會
社
.が
こ
の
共
通
の
：利
益
：に
對
し
そ.

r

平
等」

の
參
加
請
求
權 

(

.-c
l
a
i
m
s

J
を
有
ず
^
き
.务
0
.と
，し
セ
決
.定
ぜ
：.ら
れ
た
。.

1

,七
八
四
年
及
び
1
七
八
七
年
^
狹
議」(

0
|§
€
6
}は

，
こ

れ

に

關

す

名
 

も
0
で
ぁ
0
た
0
袍
部
は
、'
ょ
り
多
く
の
ロ
歜
權(

づ
0??
3)

を
得
.て
其
0
參
加
請
求
植
を
有
利
に
行
使
す
る
目
的
を
も
っ
て
、

「

當

条
 

る
奴
隸
に
人
格
權
を
與
へ
、
其
の
特
許
坐
產
物

0* stapleso

た
る
棉
花
•煙
草
等
の
坐
鹿
に
對
す
る
特
許
權
留
保
の
下
に

「

奴
識
廢
止」 

に
同
意
し
た
。一

七
八
七
^Q. 「

決_K>rticle of confederation)

は
こ
.れ
に
關
す
る
.も
'

Q

セ
、.後
年
奴
隸
問
題
が
憲
法
上
論
議.せ
' 

も
れ
龙
腐
據
は
で
^
に
ぁ
5
:た
％
ゎ
大
險
會
議」

及
び
_
部
の
：會
社
に
樹
ず
る
：戰
債0
債
醫
漱
哺
部
汶
洛
％

ア
メ
リ
ヵ
.聯
邦
の
，國
家
的
他
格

w

共
の
財
政
及
び
經
濟
：
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ア
メ
リ
ヵ
聯
邦
の
國
家
的
其
の
財
政
及
び
經
濟 

.
f

i

D
、
ニ

o
)

 

，も

つ

て

擔

保

さ

れ

た
o
:戰
愤
め
囘
收
は
-
從
.つ
'て「

會
議.J

を
存
續
せ
し
む
る
.こ
と
と
關
税
を
設
定
す
る
こ
と
と
の
ニ
を
不
可
欠
の
.要
件 

と
す
る
。
關
税
の
設
定
は
北
部
の
會
社
の
固
ょ
.り
望
む
と
こ
ろ
.で
.あ
る
。
手
エ
業(

3

8

&ル
|

5)

と
自
給
農
業
を
其
の
坐
產
の
栽
調 

>
'す
る
か
ら
で
あ
る
。 

_ 

<

,
j く
し
て
"
戰
爭
に
依
つ
て
新
た
に
得
た
立
激
と
ノ
戰
爭
に
依
っ
て
新
次
に
發
生
し
た
，債
權
關
係
と
を

「

_

一
 

の
鯢
福」

^
0
*
.げ
«
丨 

5
3居

0
と
し
、

一
七
八
九
年
四
月
六
日
を
も
つ
て

「

ア
メ
リ
ヵ
聯
邦」

政
府
は
诚
立
し
た
0
し
か
4

そ
れ
'»
、
各
-#
許
會
社
.

(

皆

5

が「

平
蹲」

の「

出
.資
義
務」
に
も
と
づ
き
、:-
|邓
等」

の「

利
益
參
加
請
求
權」

を
も
つ
.ー
の
ヵ
ル
テ
->
組
織
^
6穿
各

§)

に
ほ
か
な
ら
ぬ

.の
-'で
^
o
-
^
o
-
- 

- 

* 

:■ 

.
\
-
,
■ 

, 

.. 

'

.

I 

- 

• 

. 

I 
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r
 

W 

■ 

• 

- 

I 
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■
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.
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< 
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. 

• 

»- 

••

:
:
: 

.. 

(

I
P
O
'
.
'
T
.
.

メ
，
-力
.國
‘民
の
..國
家
觀
'
ノ 

:
:特
許
會
社
は
必
ず
し
も
別
處
の
追
求
を
供
の
第
一
義
的
目
的
と
し
た
も
ぬ
で
あ
つ
た
と
は
固
ょ
り
言
は
る
べ
舍
で
な
い

0
宗
敎
上
， 

^
胎
_
-;
€
>迦
廉
を
描
^

:«
:
舞
の
：傳
銃
1>
ぶ
-:
<
调
«
--
0
煩
灘
鴻
な
き
*
戈
她」

に
於
ぃ
ズ
夫
;>
や

、る
場
合
.に
は
特
赞
會
观
設
龙
の
.最̂
汰
荖
歎
動
機
を
：爲
:^
た
で
.あ

ち
::
^

:マ
.サ
チ
.
，'-
セ
ッ
；ッ
會
社
は
淸
敎
徒
社
會
の
建
設
を
主
た
る
使 

命
と
し
た
で
あ
ら
ぅ
::
0
パ
リ
！フ
；.ン
ド
會
嫩
は
、

こ
れ
に
對
し
光
ヵ
，::
>
タ
ァ
ク
效
團
社
會
.の
：建
設
を
寧
ろ
望
ん
♦たで
あ
ら
ぅ
。
.ジ„

1
ジ 

ァ

;#
社
は
平
粤
％
1
に
も
士
づ
く
國
家:»
設
-^
目
篇
人
だ
凍
あ
^
奚

；緣

；1
:搬
的
忙
特
_
:#
社
と
謂
っ
て
も
、
、

「

北
部J

の
會
批
と「

南 

部
七
の
會
社
と
ヤ
は
與
の
精
神̂
芬
權
成
態
様
-?
:
異
に
:1
>
ヤ
痗
る
こ
と
.柏
、
其
め
^̂
 

:
b
m

 of 

‘ 

adventure 、
reqrlality) 

i /

石u
r
&
s
e

 

|

-(

6疆

)

,泌
に
伴
3
株
主
來
他
刺
義
務
關
孩
把1

含
梱
«
0
あ
る
こ
と
に
依
つ
て
：知
ら
れ 

即
ち
、
南
部
の
#
社
は
^

の
廣
刺
會
_
^
;:
1
.-0
:
«
;^
:
發
展
掩
る
：：に
對
し
で;'
:北
部
：の
，會
欧
は
ィ
ギ
リ
ス
の

「

タ
ゥ
ン
；の
精
神
を
多
分 

及
容
.ル
ザ
居
.て
、
.，读
水 

同
じ
北
部
の
倉
11
:
で
も
ノ
—へ

1m

1
ダ
.は
オ
淨
ジ
ダ
：の
會
社0
精

神

と

形

武

を

淇

の

主

要

骨

秸

と

^

::
>
:
ー
 

-
1

Aン
ブ
シ
，ャ
ー
及
び
ヴ
，ア
，モ
ン
は'7
ラ
ン
ス
_の
會
社
 ヽ

.の
精
軸
^
形
式
士
を
^
の
肢
體
色
し
ヤ
成
立
し
て
居
る。
：-,
'.
'
:

 ̂

• 

- 

• 

.

.

. 

,

.へ

.'

ソ
か
中
_ぅ
：に
各
特
許
會
社.は
_
:
其
0
動

賺

の

：精
神
に
就
い
セ
各
個
別
に
詮
索
す
れ
ぼ
殆
ん
：芒
際
限
«>
刼
^

セ
居
令
匕
か
し
だ
が
ら
、
其
の
敢
初
の
動
機
、
.其
の
究
極
の
精
神
の
如
何
に
枸
は
ら
ず
、
現
實
に
ft
、v

各
人
が
各
人
の「

c
a
J:を
留 

保
B
、
：
：
客

人

「

平

等
-^
桃

位

に

於

い

て
.#
社
：な
る
：：

1:

の
特
#

會̂
を
組
織
も
が
で
れ
ぬ
參
加
も
M

i

 

は
、
，何
れ
の
場
合
に
就$
 

て
.:?
)共
通
め
名
と
£
ろ
.で
あ
る
3
會
社
設
立
の
目
的.は
、，.固
：汲
办
共
通
0
利
益
を
雄
持
し
、.:
:
.
>
獲
得
し
”
確
保
す
る
に
柱
る
と
.謂
ひ
得
る 

が
\;
し
か
し
£'
の
共
通
の
靈
は
、
备
會
社
に
固
有.の
：:.
?

^
の
割
れ
切
る
ど
洛
の
壯
來
な
い
、
個
タ
の
利
益
：を
超
え
：た
存
在
で
は
な
く
、

’ 

:割り切石ことの化算：

0,
卧
來
；る
',
>
個
次
の
利
益
0
.集
合
各
.
て
矜
存
在
で
あ
る
。
尠
な
く
も
夫
令
の
株
主
は':
*
個
々
の
利
：
 

益
^
膝
越
ず
名
馨
の
利
.益
舍
維
持
し
、
へ1
得
し
';
>
確
保
ず
を
た
め
|̂
株
虫
：と
-1
>

會

社

を

通

：
じ

：
て 

#:
:
-6
>
^;
べき；
新たなる、

^
り
多
々
0
利
益
：の
分
與
を
受<
る
目
的
を
冬
つ
て
こ
れ
に
參
加
す
る
の
ー̂ 

.
さ
れ
ば
”
個
人
は
： 

.海
な
る
場
合
ぬ
於
い
て
も
會
社̂
*.
し
笑
自
&

で
あ
り
:;
'
他
0
.柳
成
讓
に
對
し
て「

平
等
%
:
:あ
る
と
考
み
る
。
彼
等
は
典
の
出
資 

顧

に

應

_

、

®

な

ぐ

と

も
其
の
出
資
能
力
.犯
應
じ
て
會
社
：に對
じ
義
務
を
負
ぅ
け
れ
^;
ル
、
：'如
何
な
•る
場
合
に
於
い
て
も
そ
れ
以
上 

(D
:
義
務
ざ
負
檐
す
ベ
き
で
な
い
と
#
へ

名

沐

會

社

は

個

人

ぬ

自

的

及

び

理

.想

0;
實
現
'0
た

ぬ

の

.

.
ー

の

手
段
で
あ
り
、
. 一，(D「

機
關」

、で
あ 

冬
に
過
ぎ
な
い
。
巳.に
一
の
機
關
で
鉍
つ
て
觀
秒
ば
、
：會
社
は
個̂
に
：對
巧
て
命
令
乜
服
從
を
：强
ふ
る
こ
と
は
出
來
な
い
0.
彼
等
め 

的
達
成
の
上
.に
會
社
が
不
適
當
で
あ
る
と
海
へ
る
な
ら
ば
、
任
意
‘の
と
き
.に
會
社
を
脫
退
し
得
る

「

自
由」

を
留
保
す
.る
？
.
；

か
く
の
如
き
觀
念
は
、■た
と
ひ
會
社
が
如
何
な
る
形
式
を
採
る
に
至
つ
て
も
渝
ら
な
い
。
、

g

許
會
社
は「

獨
立
戰
爭
し
を
通
じ
て
一
の 

「

州
し
と
い
ふ
新
た
な
政
治
形
態
に
ま
で
な
づ
た
け
れ
ど
も
、
1州」

は
共
の
本
來
の
特
許
權
を
鎖
充
し
て
現
は
れ
た
會
社
の
一
形
^

に
ほ 

ア
メ
リ
カ
聯
部
の
屑
家
的
蚀
格«
其
.の
財
政
及
び
經
褙
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ア
ゾ
リ
ヵ
聯
邦
の
國
家
的
性
格
《
興
の#
政
及
び
經
濟
. 
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:
ー
 

C

ニ
ニ)

.

. 

V 

- 

■
-. 

• 

: 

- 

• 

■ 

■
■ 

: 

.

.

. 

•

か
愈
ら
為
い
0
:
#社
亿
對
4
て
侗
人
は「

自
'由」

で
あ
り「

平
等
し
で
あ
つ
た-<
!
:同
様
に
、
；州
に
對
し
で
侗:A
は「

自
由」

で
*あ
り「

平
等」

で 

あ
る
べ
^
0で
あ
名
；.
°
大
降
#
議
は
、「

ア
メ
リ
•力
ft
邦」

と
.い
ふ
州
ょ
り
は
高
次0
ニ
：
の
新
た
汶
政
治
形
觀
に
ま
で
‘な
つ
た
に
し
て
も
ィ 

々
れ
は
ガ
の
■集
合
'以
上§

•

何
物
で
^
な
い
を
克
し

#
.

Q

上
に
立
つ
て
州
に.命

令

.1
:
州
を
支
配
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
导
な
い
。 

聯
邦
袖
そ
れ
酉
體
/>
國

家
'|
:
|的
>
'共
れ
;̂
體
の
國
家
理
想
を
も
つ
た
もp(

，，.
N
a.a
.

o
n
a
l

VJ
で
は
な
-<
、
.各
州
£
.っ
共
迎
.の
列
^
1を
敦
4 

七
雕
持
す
る
た
め
の. 一
-^
機
關」

た
る
.地
位
と
機
能
,<
*
:を
有
す
る
'の
み
9

3
ひ
§
1

で̂
あ
る
0
_各
人
が
各
人
の「

自
由
意
思」

.に
依
り 

n评
等
：•の
地
位」

^
於
い
て
契
約
し 

> 
こ
の
.契
約
に
.も
と
づ
い
で
#
社
が
成
立
し
，た
如
く
、
聯
邦
も
亦
吋
様
の
手
續
に
も
と
づ
い
て
^

 ̂

し
た
の
で
あ
る
。
個
人
が
會
社
に
對
し
て
其
の
株
虫
權
に
も
-<
?
:づ
き
平
等
の
發
言
權
を
行
使.し
得
る
如
く
-
州
も
聯
邦
に
對
し
て
'平
等 

の
發
言
權
を
行
使
し
得
る
の
で
あ
るO
'か
ぐ
，4
て
其
處
に
.ア
メ
リ
力
固
荷
の
二
院
制
議
會
が
成
立
す

る

？

J.‘ .J. 

R
I

S
I
,

は
、
.か
く 

$
如
含
國
家
形
成
の
過
辟

(
Bildung

㈡
u

Formierung)

を
尤
も「

自
然」

な
も
•の
と
.考

へ

さ

た

ゃ
.

If, 

ニ
、
ア
フ
リ
ヵ
の.財
政
及
び
經
濟
0
特
質
と
其
の
發
展
ノ 

.
,

:

,(

ィ)
〔

獨
立
璐t

u
よ
り「

南
北
戰
爭J

に
至
る
發
M
の

特

殊

性.

6
個

人

錄

主

と

しH

會
社
に
對
#
逼

由」

で
あ
::
^
他
の
構
成
員
^
對
し
て
.

「

平
等
.

j:

で
あ
名
如
_
.
:#1
は

舞

に

對
1̂
て「

自
濟
究
あ 

り
：他
の
州
に
對
し
て

「

平
等」

で
.あ
る
と
い
ふ
國
家
糨
成
の
：仕
方
及
び.國
民
の
國
家
觀
か
ら
其
處
に
如
何
な
る

r:

政
治
經
濟」

が
現
は
れ
る

善

：、
ダ
ー.

「

り
.一”
；

へ'
:
"
:
. ̂

ッ
：.：
：
.：.誠

パ

讓 

起

:由
た
る
潰
.權
费
で：：

あ
.る
南
部
'は
、「

獨
.立
戰&:

し
％

も
&
:づ
く
戰
債
_
收
0
;た
め
に
北
郜
と
0
新
た
.な
結
合
に
.同
意
し
だ
0
し
か
し
：
B 

れ
想
#
1
:
:
1

の
®
大

な

條

，
件

が

前

.据
：
.i
さ
れ
た
；o
:
. 

I'

は
.新
た
な
結
合
の
規
^.(

n

l
PJ
-
.
t
u
1
i

§)

を
單
な
.る
販
寶
協
定
9Federation

こ
ノ 

に
'it
め

て

盖

協

序
.
/̂0
.;
§
_

1

0

^

^

^
ぁ
ム
め
.ざ
名
で
‘と
;;
:>祂

の

-
^
^

s
A
o
r
J
d
a
i

日)

を
保
證
ず
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
ィ
ギ
リK
:,
»々
；ラ
.：V

K
-;
«オ
.ラ
シ
^
等
の
債
權
國
：は
、
デ
メ 

:證
し
.其
の
債
權
囘
收
を
^

せ̂
：ざ
る
べ
き
を
條
件
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
の.

「

獨
立」

を
承
認
し
た
デ
こ
.れ
に
傅
つ
て
聯
邦
政
府
は
先
づ
戰
偾 

償
却
女
其
:0
第

1
の
住
務
^
せ
ね
ば
&
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
ゐ.が
、
‘其
の
收
入
に
就
ぃ〔

て
は
憲
法
上
種
々
の
制
限
兔̂
±
>

て
届
，る
。
即 

ち
、
.賺
は
貨
幣
發
行
權
を
聯
邦
に
保
證
し
た
が
、
.そ
れ
は
鑄
貨
の
發
行
權
に
過
ぎ
な
い'と
解
釋
さ
れ
：た
。
：
賦
課
金
：

c

puirect tax )

を 

各
州
に
割
當
て
得
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
新
た
な
人
ロ
調
奄
に
俟
た
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。
州
際
商
業
に
就
い
弋
は

«
の
：特
權 

を
課
税
し
#
名(

texc
i
s
e
s
o

け
れ
ど
も
、
綜

合

醫

稅
9
的
|
3
1
.
;
?
3
^
1
:

茫
3
J

の
課
税
高
權
は
地
方
に
：固
有
の4
の
セ
あ
る
が 

.

ら
ぃ
共
の
課
税
は
甚
だ
し
く
制
限
的
た
ら
贫
る
を
得
な
い
0
.そ
こ
で
聯
邦
の
主
な
：败
入
源
と
な
る
：べ
き
も€)
は

關

赞

土

地

：
寶

却

益

：
だ

」 

け
で
あ
る
。
關
税
は
か
く
て
聯
邦
財
政‘の
；
壬
柱
と
な
り
、
聯
邦
財
政
問
題
は
關
税
匕
集
中
さ
，る
：る
こ
も
と
な
つ
た
の
で
あ
る
？
：

,:
.
1

七
八
九
年
關
税
は
聯1

税
と
し
て
最
初
0
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
關
税
に
於
い
て
就
中
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
^
ら
ぬ
點
は
綿
花
關
. 

琬
の
現
は
れ
.で
居
る
ゼ
：と
：で
あ
：る
。
：
.棉
花
は
當
時
に
於
：い
て
も
輸
出
品
で
：あ
つ
て
輸
入
品
で
は
な
い
。
■そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
棉
花
關
税 

‘：
の
現
は
れ
た
0
は
如
何
な
る
理
由
に
依
つ
て
で
あ
る
か̂
牝
部
は
收
人
關
稅
と
し
て
の
：賭
蜜
關
税
に
對
し
其
0
賠
«(

0

|

6

|邙§) 

.と
：し
て
》

.酒
&

す
冬
保
骥
關
税
を
要
求
し
た
。
賠

議

税

Q:

原
則
が
若
し
認
め
ら
る
べ
き
だ
と
す
るこ
と
、
牧
畜
及
び
家
計
：に
必 

」

栗
な
る
鹽
、
；農
耕.に
必
要
な
る
鐵
：、
：'鋼
器
具
等
の
關
税
に
對̂

p
'
r
i
n

t-
-
I
e

)

fc
.%:
と

：
 

.
づ
き
當
然
西
部
及
び
南
部
ビ
依
つ
：て
要
求
せ
ら.る
べ
き
で
あ
.る
：と
#
べ
ら
.れ
た
:'
°
棉
花
關
銳
<麻
關
9
藍
關
稅
等
の
职
料
關
税
が
か'
 

し

て一

七
八
九
年
關
稅
に
揷
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る,0
;

ぃ
已
に
一
七
九
〇
平
八
月
十
二
日
法
に
依
り
減
債
兹
金
制
度
が
確
立
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
十
七
九
五
年
三
月
三
日
法
を
も
つ
‘て
一
翳 

綿
密
な
も
の
と
な
つ
た
。

'
$れ
に
ょ
り
、

i

金
及
ぴ
噸
税 

> 六
分
利
公
債
元
本
現
在
高
の
ニ

^
に
相
當
す
る
金
額
、
北
ア
ダ
リ
ヵ
銀 

ア
メ
リ
ヵ

.聯
邦
の
國
家
的
性
格

其̂

©財
政
及
び
經
濟

■ 

厶

—
.
.
三

C 
一
.

pij)



ア
メ
リ
.力
.囊

.の

.國
家
盼
性
格
ミ
其©
黎
及
び
經
濟
：
 

こ

四

へ

ニ

四〕

行
の
配
當
金
、.貢
人
§

償
還
公
偉
の
利
子
相
霣
額” 
土
'地
寶
却
純
益
及
び
國
庫_
餘
金
等
を
減
寶
恶
金
に
繰
人
る
ベ
き
も
の
、と
さ
れ 

た
。
償
却
額
に
は1

定
の
限
度
を
附
せ
ら
れ.た
け
れ
ど
も
、
戰
債
の
償
却
は
往
々
こ
の
限
度
を
超
ぇ
て
爲
さ
れ
た
。

と
.

の
公
債
償
却
急 

ぎ
は
次
ぎ
の
結
梁
を
與
へ
た
。.減
債
蕺
金
.に
繰
入
る
ぺ
き
國
庫
剩
餘
金
を
多
く
す
る
た
め
に
'關
税
_
は
逐
次
引
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
依
：
 

つ
.て
.北
部
の
X
業
は
高
筚
の「

保
護」

を
受
け
る
.こ
と
と
な
つ
た
け
れ
ど
も
、
製
品
關
税
は
例
外
な
く
其
の
賠
償
と
し
て
原
料
關
税
史
伴

：
' 

ひ
"
.そ
れ
だ
け
國
內
のM
料
供
®

桮
が
高
め
ら
れ
る
と
い
ふ
不
利
益
を
免
か
れ
な
か
つ
.
.た
。
公
債
'ft
却
の
窗
ら
す
恩
®
は
其
の
：豫
期 

に
反
し
て
一
般
的
で
な
か0
た

,0
^
し
公
債
は
殆
ん
ど
南
部
に
集
中
さ
れ
て
ゐ‘た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
南
部
に
は
一
般
的
彻
，
 

.憤
上
昇
の
傾
向
が
現
は
れ
た
け
れ
ど'も
、
.北
部
に
は
反
對
の.傾
间
が
現
は
れ
た
？
こ
の.傾
問
-は
單
に
公
債
政
策
に
依
つ
て
の
み
現.は
'れ 

た
^
.の
で
は
な
く
、
坐
鹿
物
の
需
給
關
係
に
依
，つ
て
も
現
は
れ
た
。
即
ち
北
部
の
特
産
物

c
i
t
a
p
l
e
s
o

た
る
穀
類
は
、
イ
ギ
リ
ス
.の 

,
穀
物
法
等
に
.依
り
共
の
輸
出
は
困
難
と
せ
ら
れ
た
に
對
し
、
棉
花
煙
草
等
南
部
の
特
齑
物
は
、
.產
業
革
命
運
動
の
發
展
に
從
つ
て
其
の 

ヾ
奮
を
增
し
龙

°,か
く
し
て
北
部
產
業.は
南
部
に
比
-<
て
全
：:<
.不
利
益
泠
地
位
に
置
か
れ
た
の_で
：あ
.る
0

*

部
產
粱
呤
か
ぺ
の
如
き
不
利
益
0
^
位
は
ー
ゝ
八
一
；
一

.
一
年
乃
.
至
'
一
.
：
八.
ー
；瓦
年
の
米
英
戰
雜
後
大
い
に
改
善
せ

6

れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は 

獨
立
戰
爭P
依
り
ア
メ
リ
ガ
の

「

獨
立
'」

を
飱
認
し
：た
が
、
，
し
か
し
こ
唸
獨
驾
の
：：承
認

」

0

解
：釋
：は
、
：，
イ
ギ
リ
ス
例
と
ア
メ
リ
力
側
と
で 

喰
ひ.
違

つ
-^
。
：
イ
ギ̂
 

ア
メ
リ
ヵ
聯
邦
に” 

:
對
し
國
家
と:1
>.
て
：0:
承
認
ー
を
與
：
へ
た
も
の
と
は
考
へ
ず
、

：

依
然
屬
地
を
も̂
て
：こ
れ
を
待
遇
せ
；ん
と
し

〉

た
の
で
あ
る
。
戰
铅
は
か
く
の 

如
:#
見

解
.©
相
違
か
ら
起0'
た
も
0
セ

ぁ

％
が
、
.
：'
と

：
に

か

く

：
、

.
右
の
戰
爭
に
も
.
と
づ<

_M
g

^
®

^
A

n
?
e

ric
a

n
iza

tio
n

,

0
勃

興
.0..

」

氣
運
に
乘
じ
て
"
北
部
は
聯
邦
政
：策
を
自
己
に
有
刹
，に
縣
開
す
る
，こ
：：：占
^

^
た
。
先
づ
公
徵
政
策
ゆ
於
い
て
。
-1,

八

-四
铝
聯
邦
親
. 

I
K
*
I
^
,
H
:
.

V:
W

I〕

の復沽
に侬り
義期公
債を防
ぎ小

_
の
^

5
債

券

管

篆
>
を
大
量
.に
發
行
す
る(

一

.ご
と
が
i

た
。
：：長
期
公
債
ひ
市
懊
維
持
は
公
債
の
地
方
的
肋
會
的
偏
在
^
防
此
^
恕

タ

^

^

目
^
債
券
成
务
^
^
利
モ
^
で
衢
還
餅 

一
限
を
定
か
ず
且
つ
鑄
貨
襲

(

c
ô'
&
u
s
e

)

^
乱
載
せ
^:
る
.
の
%
f
eる
か
ら
-
事
賢
4
れ
不
換
_
幣

：ぽ

览tenders).

の
發
行
を
意 

:

f
 
>
:
そ
：れ
：は
僙i

州

ぬ

輕

減

を

意

t

た
〒
§
:『

に
_
稅
)«
策
：に
^
いで
。
、̂

^

一

 
八
一
六
年
に
苴
る
^

 ̂

0:
;
晚

啤

を

經

：
て
：
觀

品

_
税

ば
.、1皮

〇

八

年

法

ぬ

依

、
る

_
1
-の「

ー-
ぬ
引
五
4
紀
ル
だ
テ
榣
製
品
が
從
慣
ー
七1

2
ダ
ょ
.

o
三
五
.
-
に
• 

.豫
胳

が

：從
彰
：-
ハ
^
れ

1>
;
产
ゥ
エ
ー
个

.製
伽
負
擄
と
.な
る
べ
き
的
國
稅(inters:

にv
e
n
u
e
r
x
e
s
}

於
戰
1

次
い
で
減
廢
呛
ら
作
だ
。
。
内
國
稅
の
減
駿
は
關
税
の
戰
時
税
率 

爸
維
持
ぜ
ん
ど
す
る
魂
膽
，に
出
セ
た
，も«>
で
.あ
る
が
と
が
、
こ'の
場
合
注
意
さ
れ
ね
ば
な&
办
0
果
,

1
八

.ー.六
¥
四
月
一1

十
七
日 

:法
.钇
も
づ
て
戰
#
關
税
0
改
芷
が
爲
ざ
れ：

た
が
'
製
.品
關
稅
.は
概
しV

戰
前
ょ
r
?s
鹽
關
税
ぼ1

ルQ

 

八
•
法
に
は
無
稅
で
あ
ぜ
於
が
、
敗JH
法
で
は
收
入
鼠
税
と
じ
そ
從
量一

ブ

；ッ
，
シ

*
ル
.
1_*
-〇
仙
の
戰
時
税
挛
於
其
の
ー
儎
維
持
嘹
ら
队
た
。

： 

$
高
率
製
品
關
税
'の
籍

ば

、
^
だ
：に
收
入
政
策
;̂
耻
じ
て
0
み
な
.ら
ず
支
出
政
策
.を
通
じ
：て
»
み
も
故
た
デ 

本
を
^
つ
て
海
外
綿
花
需
要0
增
加
：に
從
つ
で
土
地
を
購
ん1>
奴
隸
を
輸
入
し
て
其0
生
產
を
擴
.張
す
る
こ
'と
：が
壯
來
た
？
所
謂M
 

運

興

|

|
艮

-|:
;̂
1
^
が̂
即
ち
そ
れ
で
あ
％

獨
立
戰
爭
後
の
聯
邦
公
債
政
策
は
、
と
の
：南
部
の
土
地
櫥
張
運
勤
を
容
易
：に
し 

.だ
。"紙
^
，
獨
立
®
§
及
び
.
—八
〇
1ニ
_
€>「

ル
<
ジ
ァ
+」

臘
人
ぬ
依
0'
聯
邦
匕
#
屬
せ
务
出
地
比
、各
州
'の
共
哿 

.し
て
、
•人
口
數
に
依
る
各
_
べ

0:
;
:酣
分
を
.留
保
し
>
"土
地
<0
'
_
.益
^
 

S
 

證
せ
ら
れ
た
も
の
•で
あ
る
o
.南
部
の
土
地
擴
張
運
励
は
疋.し
く
こ
の
機
會
均
等
主
義
を
破
る
，も
め
に
ほ
か‘な
ら
な
か
つ
'た
。
そ
こ
で
北 

訊
ば
ど
の
前
部
0
土
地
進
出
を
抑
ぺ
る
た
め
に
，ー
八

一

九
年
の
移
民
法
を
も
つ
て
移
民
を
制
限
し
、
•1

八
ニ
〇
年
の
土
地
法
を
も
つ
て 

±
地
の
寶
却
價
格
を
引
下
げ
，る'と
共
.に
毎
一
人
の
土
地
保
有* ,
を
制
限
し
た
。I

A
一
 
ニ
年
戰
_
出
征
兵
士
に
對
す
る
土
地
の
優
先
割 

T
.メ
，ザ
ガ

i
の
.國
家
的
性
格
«典
.の
財
政
.及
び

濟̂ 

一
一
£

2

」

班)



ァ
メ
，
力
聯
邦
の
闺
家
的
性
格V

其
の
財
政

■及
.び
親
濟 

1
1

六

(

ニ

.

4
0

 

當
と

m.
征
兵
士
賠
償
金

0
^
1

1
.0
支
拂
の
擴
張
が
こ
れ
に
伴
つ
た
。

；
の

±
地
政
策
は
當
然
に
突
通
路
の
改

#
0
ニ
3.
,
§
め 

improvements

o
を
必
要
と
し
た
。
_
邦
道
路(Cumberland Road}

費
支
出
が
從
つ
て
增

W
し
た
。
出
征
軍
人
賠
員
ま

.趴
及

.び「

州
際 

免
善
費」
支
出
の
膨
脹
は
、
高
率
關
稅
の
存
續
に
も
拘
は
ら
ず
聯
邦
財
政
に
不
足
を
坐
ぜ
し
む
る
に
至
つ
，た
。
財
政
上
：の
必
要
は
關
税

»]
| 

上
に
恰
好6'
理
由
を
興
へ

^ 0
-
藍
し
そ
れ
は
特
定
地
方
又
は
特
定
產
業
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く「

共
通
利
益」

9g
l
‘ral 4

elfareJ 

の
た
め
：に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
先
づ
ー
八
一
ー
〇
年
法
案
に
依
り

'關
税

.改
芷
が
企
て
ら
れ
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
つ
た
が
、

1

八
1
S-
.年
法
に
於
.
5で
關
税
钋
上
が
達
言
れ
た
。
ぃ
：

.
‘一
八
一

一

四

年

關
_
汝
は
、
興
敗
あ
石
政
治H

作
を
經
て
立
法
さ
れ
た
0i

八
ニ
〇
苹
關
_
法
案
の
夹
敗
ど
ー
八
ニ
ニ
年
聯
邦
道
路
支 

出
法
案
の
先
敗
も
_
>
'政
：敗

的

妥

協0
必

要

なt
こ
と
を
北
部
と
南
部
に
訓
へ

「

た
。
，.

|

八
1
ー
〇
年
關
税
法
案
は
製
品
關
税

5|
上
の
た
か 

が
部
化
的
修
於
法
案
で
'か
、
、
バ
ー
.八
5

1
年
法
案
は
聯
歟
道
路
に
關
門(

l
-
u
e
s
)

を
設
鼠
ず
る
だ
め
の
費
用
支
此
に
關
す
る
ん
の
で 

乙
^
ばi

院
わ
膨
趣
.し
於&

で
が
ダ
が 

>逐
鏃
領
の
拒
否
す
る
:̂
こ
ろ
と
な
0,
だ
%;
,の
で
办
る
。

關

門

設

置
'の
„下
心
は
、
こ
れ
に
依
つ
 ヾ

で
_
巷
其
认
派
西
部
€>「

_

物」

か
轸
虬
を
制
限
1>
國
內
供
篇
格
を
.引
上
げ
ん
.と
す
る
：に
在
つ
た
。
、.そ
こ
卟
聯
邦
道
路
法
案
が
：大
紘 

慨
0:
酸
否
に
« ;
ヶ
や
>
西
_
は
#

6
代
案
と
し
て
原
毛
關
税
引
上
ト
劃
策
し
"
先
づ
北
部
の
单
毛
尨
業
者
と
安
協
し
、
' 茲

に

一

八

，
つ

四 

i

断
秘
紙
_
贫
の
素
地
が
出
來
た
の
セ
あ
る
'
新
關
税
に
.依
り
、
幸
毛
關
税
ば
棉
花
關
税
と
同
樣
新
た
に
最
低
評
價
原
則 

v
^
a
t
i
o
&

CD
;

齦
用
^:
:
受
け
、
稅
率
は
封
度
十
仙
1
超
ゅ
4
も
の
に
つ
き
從
價
最
高
三
〇
多
に
至
る
も
の
ど
さ
れ
气
：羊
电
製
妝
關
税 

は
_
三
1
11:
3-
仙
以
上
の
羊
毛
製
品
に
對
ず
を
税
&
わ
從
價
三
三
1
瓦

^
と
し
、
1
1
1
^

■

へ
ら
れ
た
の
ず
ぁ
る
0'
ヾ
た
だ
，に
单
毛
及
び
羊
巷
f

關

秘

が

引

上

げ

ら

れ

た

の

ギ

で

だ

.ぐ

;'
>
綿
歡
品
關
稅
ば
其
の
最
低
評
憤
額
引 

上
ぬ
依
1)
!
其
0
税
率
は
實
鼠
上
引
上
げ
ら
れ
た
0
へ
羊
毛
»
税
引
ぉ
兄
侔
0
て

羊

毛

製

品

關

税

か

引

九

げ

ら

れ

た

け

れ

把

も

、
％

の
.膨
償

稅
率
は
羊
毛

0:
業
紫
を
滿
足
さ
せ
名
に
至

.ら
ず
、
：無
暴
に
も
ー
八
：ニ

.八
年

關

税

法

を

も

つ

：：て
:»
度

0
引
上

.が
原
韦
及
び
牟
韦
製
品

.に
:0 

.き
爲
さ
れ
た
が
、
圖
ら
ず
も
こ
：の
：關
税
改
阳
は
聯
邦
を
其
の
：.分
裂
の
危
機
に
導
い
为
の
で
あ
る

。
. 

：
.
；

.

.

. 

■:
'
:
;
»
邦
憲
法
ほ
聯
邦
支
出
が「

共
同
の
福
利」

の
た
め
：に
の
み
爲

$

べ̂
き
こ
と
を
明
記
し
て
居
る
。
：然
る
に「

州

際

改

囊 

.い
て

#
州
が
具

^
的
に

^
求
す
る
と
こ
.ろ
は
夫
々
に
異
海
る：

の
へ
で
あ
る
。
西
部
は
道
路
の
修
築
に

;«
い

て

、
池

部

钺

港
'¥
河

川

の

改

修 

:に
就
^
て

：、

南

部̂

業̂
金
融
の
改
善
に
就
い
て
と
い
ふ
や
ぅ
に
。

.そ
こ

，で
；
こ

れ

ら

の

瓦

ひ

に

異

な

'&
娈
求
を

1調
盤」

9
£:
|

>

す

る 

於

め

に

？4

八1. 1 :

四
苹
關
税
.の
一
般
的
改
茈
が
間
題
と
な
づ
た
時
分
に
，Van,Burs

:
;
は「

州

際

改

善

費

」

ま

出

を

原

則

と

，し

て

認

む 

.:

る

f
、
共

の

ー

割

當

方

法

は

各

州

の

人

ロ

を

基

準

と

し

現

金

を

も

つ

：
て

各

州

，に

「

平

等」

に

配

：分

す

べ

き

：で

あ
.る
と
主
張
し
允
。
と
こ
ろ
が
、 

こ

の

梅

案

は

，
1
蹴
さ
れ
汔

0'
:み
で
な
く

"
製
品
關
税

*殊
に
日
常
消
費
品
た
：る
羊
宅
製
咿
棉
製
品
に
對
す

.る
關
税
は

.、
；
：
^

び
；|

<ニ
/\
年
の
雨
：度
：の
改
茁
を
經
て
極
端.に
引
上
げ
6
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
南
部
の
憤
賴
は
今
や
抑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
づ 

:た
。
::
:
>
1
:.八
~*
ー
四
年
關
税
法
、
辣
に
：一
.八
-:
八
年
關
税
法
は
明
か
に
地
方
的
利
益
に
關
す
る
も
.の
：で
あ
る
か
ら
靡
法
上
當
然
無
効.
.
.
0
^

) 

で
あ
り
、
速
：や
か
に
そ
れ
は
撤
廢
さ
る
，べ
き
で
あ
る
と
十
る
要
求
日
に
强
く
，

,づ
た
ザ
和
協
尤
作
を
施
ず
と
と
が

^

の̂
必
要
で
あ
つ
た
。
關

m
の
累
次
引

i
に
：依
り
關
稅
收：

入
增
加
し
、
國
庫
剩
餘
金
は
年
々
，：K
巣

. 

加
％

:

(

公

債

露

は

從

：つ
：て

促

進

：さ

れ

た

。

關

税

^
下

の

財

政

上

：
.の
迦
_
は
十
1
:1分
^
 

か
く
し
て
：：

1

八 

-

三t

一
年
關
税
改

JH
fc
次

^

s

A

m

m
年
の
所
謂「

妥
協
關
稅

J
Qo-
o
l
r
o
l
e 

tariffo

-*
出
來
た
。
.安
協
關
税
の
特
色
は
#
^
の 

1

#
引
下(̂
Horizontâ

eduction

vi
r.
在
り
、
そ
れ
は
ァ
メ
リ
ヵ
的
平
等
主
義

|:
.
.
最
も
良
べ
示
ず
も

.の
で
.あ

る

。

.J

A
-H
三

.年
關
稅
法
の

‘一
律
引
下
は
、
實
質
上K

八
四
一
一
年
に
至
る
段
階
引
下
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
何
れ
に
し
て
も
，こ
0
_大
幅
.の 

.關
我
別
下
に
依
つ
て
は
も
影
響
を
受
け
る
の
は
、
北
部
及
び
西
部
の「

被
保
護」

產
業
で

.な
け
れ
ぱ
尨
ら
な
か

.つ
た
。
單

.に
，
税

率

引

.
下

に
 

ァ
>
リ
'*
|
|
^
.
の
國
家
的
性
格>

」

其
め
.財

政

取

び

.
經

濟

 

一

一

七(
1
1

七〕



ア
>

”
■*
_
部
の
.阀
家
的
独
格
^
興
々
財
被
及
^
鏵
_
 

. 

1
!

 <

 

C

二

八)

依
づ
セ
.其
の
.「

保
護」

が
萍
く
せ
ら
れ
た
ば
か
り
，で
は
な
い
。
銀
行
法*’貨
幣
法
改
洱
に
依
る.影
響
.が
：$
れ
に
加
は
つ
た
0
第
一：

聯
邦
銀 

行
は1,
八
三
六
.年
七
^
つ
て
其
の
特
&

限̂
炫
滿
了
す
る
^
で
ぁ
る
が
，
其
の
特
許
更
新
は
否
觉
せ
ち
れ
た
。
.西
部
は
$
れ
に
依
.つ
て 

聯

邦

銀

行

を

通

，じ

て

俄
利
の
±
地
罾
#
を
受
け
る
こ
と
が
出
來な

く

な

つた
。
州
法
銀
行
に
依
る
銀
行
淥
發
行
の_
も
遺
さ

れ

て居
る 

わ
げ
で
，ぁ
る
が
、
租
税.の
收
受
は
聯
邦
通
貨
を
引
當
と
す
る
銀
行#
に
.限
，ら
.れ
て
居
り
、
加
^-
1
八
三
?f
.年
四
月
六
日
の
財
^

:達
は
：

■ 

十
^
以
下
.'の
銀
.行
翁
を
發
行
す
る
銀
行
.に
對
し
ては
聯
邦
の
M
金
銀
行
た
.ら
し

め

ざ

るこ
と
.と
し
た
か
ら
、
銀
行
券
の

「

不
當」

の
罾
« 

は

奮

®

*

^
泠

ぬ

：
こ;4
:
と
^

?

。̂
か'
1
?
:
:

八
1
1
:
ー

四

年

六

月

|
ー
十

レ
ー
:ン
に
引
下
げ
、
.同
時
、に
金
銀
法
定
比.慎
を
一
對
ー
六
に
贾
た
め
た
。H
ら
に
一
八
三
.六
半
,®
月
十
.四
日
法
は
、
州
法
銀
行
#
の
流 

制
f

る
爾
的
；を
^

0
て
：發
行
辩
備
及
び_
貨
跫
肩
の
任
意
0
變
改
：に
就
：：い
て
厳
重
な
規
定
を
設
け
た
ぞ̂

は
一
般
に
低
落
し
始
め
、I

八
三
七
年
恐
慌
を
棟.と
し
て
急
落
し
た
。

.

1
A
1ニ
七
ハ
ヰ
恐
慌
は
、
聯
邦
剩
餘
金
を
典
の.人
口
數
に
.準
じ
て
各
州
に
事
實
上
の.配
當
を
な
す
.た
.め
に

、

聯

邦
®*
金

七

共

の

預

金

銀
 

行
か
ら
引
揚
げ
た
こA
に
®

^

M因
ず
る
も
の
‘で
ぁ
る
が
、
其
の
政
治
目
的
は.州
銀
行
淥
發
行
.に
依
る
債
務
州
.の
ま
⑩
㈣
罾
か
ら
免
か 

れ
ん
と
す
る
に
在
つ..た
。
恐
慌
の
影
響
は
從.つ
て
一
般
的
で
は•な
か
つ
..た
。
.北
部
及
び
两
部
に
は̂

慌
後
繼
續
的
.の
不
況
が
現
は
れ
た 

が
、
.南
部
に
は
寧
ろ
好
況
と
も
い
ふ
べ
き
雄
態
が
續
い
た
。
綿
花
債
格
は
恐
慌
後
も
維
掛
せ
ら
れ
た
。
聯
邦
剩
餘
金
の
'配
當
と
公
債
償 

却
金
と
，は
投
資
々
金
を
豐
か
に
し
た
。
土.地
擴
張
遝
励
と
奴
隸
の
輸
入
と
は
再
び
熾
ん
に
な
つ
た
。
.關
税
引
下
に
因
る
關
税
收
入
の
低 

減
は
共
有
地
賣
却
を」

層
必
要
と
し
た
。
恐
慌
の
影
響
の
か
く
の
如
き
相
違
は
、
西
部
及
び
北
部
を
し
て
種
々
の
救
濟
策
を
要
求
せ
し 

め
た
。i

八
.四
ニ
年
の「

聯
邦
株
式」(united States 

stock )

ニ
億
弗
を
發
行
し
て
愦
務
州
の
債
務
を
職
邦
に
引
受
け
し
め
ん
と
す
る 

案(Assumption‘s
^
e
m
e

 of 

1842)

の
如
き
其
の
尤
な
るも

©:

で
あ
る
？
、株
式
の
引
受
方
法
は
上
脘_
員
每
一
人
一
、‘百
萬
弗
、
下
烷

_
員

每
1
.
A六五

：：I

、
九
八
^
4
'
1
八

弗

：
の.割
合
を
も
づ
：て
各
州'に
於
い
て
01
受

く

べ

：
き

も

の

士

す

る

。
：
：
こ

：
れ

は

為

見

公

雲

.行

案

の

■
や 

，
ぅ̂

^
ら
.れ
易
い
の
：：で
あ
る
が
、實
は
さ
ぅ
で
は
な
く
、
，
.一：八
一.

1

一

四

年

財

務

L. W
o
o
d
b
u
r
y

..
が
、聯
邦
剩
餘
金
め
：處
分
方
法
と
し
，
 

セ
1安
全
；に
4
:て
市
場
性
あ
る
株
式
投
資

」

を
提
案
し
た
_

じ
趣
旨
に
出
づ
：る
も0
で
、
.州
に
俅
る
銀
行
鐵
道
等0 

を
實
取
.り
、ゝ
；：聯
邦.を
し
て
其
の
持
株#
社
.た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在.る
.
o
.こ
0
案
は
固
_ょ

り

否

決

さ

，
れ

た

が

、
；
其

(0
.他

稱

々

：
：
の

.：救
濟
案
. 

.も
同
_

0
蓮
命
に
居
り
.、
結
局
>
西
部
及
び
北
部
は
外
資
を
流
入
し.て
鐵
道
共
の
他
交
通
機
關-の
發
達
を
訐
り
、
同
時
に
其
の
生
產
方 

:

法
基
力
改
善
す
る
ほ
，か
な
か
つ
た
。

「

ア
：メ
'リ
'力
^
產
業
革
命」

は
か
く
し
て
一
A

m
七
年
恐
慌
か
ら
一
八
五
〇
>
代
圮
苴
つ
て
規
は 

:
§
o!
'で
難
る
.。
：
ィ
ギ
リ
ス
の
穀
物
法
のf

、

3
1
ロ
ッ
バ
に
於
げ
■る
相
次
ぐ
戰
亂
に
因
る
穀
物
需
要
の
增
加
、

：」

ー：：：八
四
八¥
の
：ヵ 

.

フ
ま
ル：n

ゲ
金
鑛
の
發
見
等
は
其
の
生
鹿
方
法̂

_

2と
相
俟
つ
.て
‘

.

ア
メ
：リ
ヵ
与
黄
金
時
代̂

?
ぱ
？
&的
6)

を

齎

：
ら

し

た
,°
、 

,
.
,
‘
西
部
及
び
北
部
產
業
の
立
直
り
は
ノ
土
地
問
題
，を
中
心
：と
し
.畜
部

と

深

刻
^
對
立
：せ
し
む
も
に
至<>

楚

往」

o

理
由
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
。
.一
は
共
有
祂
に
於
け
る
馨
均
等

0

確̂

(

た_

§
0

6

昏

日
V3

で
あ
る
。

.一

は
土
地
寶
却
：：
 

舱
人
爲
へ̂
關
税
引
上
：の
財
軟
土
の
理
曲
を
拓
く
こ

.

と
：で
あ
る
。
南
部

.

の
：土
地
獷
張
を
制
限
す
：る
た
め

に
は
、

一
八
一1
0
年
の
；：
ミ
；ズ
■■ 

:(

齡
協
宗
以
來
屢
々
南
北
の
間
に
協
定
が
爲
さ
れ
た

0

し
か.

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
0

協
定
は
、
殆
ん
ど
無
視
さ
れ
た
。

一

八
三
六
铝

「

爾 

'
進
政
策
ぽ
が
と
ら
托
所
謂
南
部

(0
農
業
帝
國
虫
義
^

的
2&

1
1

.im
p

e
ria

lis
m

)

が
强
く
：現
は
；れ
始
め
そ
か
ら
は
、
殆
ん
ど
協
定
は
南
部 

の..
出
地.

擴
賬
の̂
冷
に0
み
爲
，ざ
れ
^

と
謂<?

:
て.
も
ょ
か.

つ.

^
'>
^̂
^̂
^̂ ̂

は
ミ
ズ1
.リ
協
定
を
廢 

粢
し
新
た
に
任
意
原
則

(s
q

lt
e

r

 

so
v

e
re

ig
n

ty
)

を
と
つ
た
。

.

聯
邦
成
立
と
共
に
奴
隸
に
も

1
人
格
權」

を
賦
與
する
こ
と
を
南
部
は
寧 

ろ
；進
ん
で
澉
認
し
た

.

に
も
拘
は
ら
ず
、
聯
邦
最
高

栽
！
：

所
を
動
か
し
て
終
に
奴
隸
は

「

財
！j」

で
あ
る
と
判
決
せ
し
む
芯
に
至
つ

.
た
、1

八 

五
七
年
の：Dr
'aS

co
tt  

V
,  

S
a

n
fo

rd

判
決
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
依
つ
て
南
部
の
土
、地
獷
張
遝
動
は
無
際
限
に
可
能
と
•な 

ア
メV
力
聯
邦

Q
.

國
家
的
独
格

w

典
の
.財
政
及
び
餾
濟

 

M
,

九

(

ニ
九)

1
J.
-I
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J
m
i
K
n
.
i
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-
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• 

.
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.



ァ
メ
リ
ヵ
，.聯
邦
の
國
家
的
性
格

W

其
の
財
政
及
び
經
濟
 

ニ 

3
 

CI.IS.)

つ
だ
。.
.前
北Q

正
面
衝
突
は
今
や
避
く
べ
か
ら
ざ
る
もQ

I
つ
た
。
南
部
は
其
S

客
土
地
政
策
を
强
行
す
る
た
め
に
，
一
八
五
セ 

年
關
税
法
の
改
芷
法
案
及
び
內
地
植
民
法
案

(Homestead 

Bill;

S

會
提
出
を
機
會
に
次
第
に

「

分
離」

9secession.-)

し
始
め
た
。 

. (

P)
「

南
北
戰
爭J.

ょ
り
世
猓
戰
發
に
至
る
發
展

Q
.

特
殊
性 

-

分

離

擎

に
.依
？

先
づ
困
惑
し
たQ

は
分
離
州
た
る
南
部
ょ
り
も
非
分
離
州
た
る
北
部
で
あ
つ
た
。
ィ
ギ
リ
ス
は
北
部

Q

鐵
道
投 

齊
と
南
部Q

土
地
投
資
と
の
關
係
か
ら
不
側
不
離
の
態
度I

,
つ
た
が
、
■フ
ラ
ン
ス
を
始
め
オ
ラ
ン
ダ•
力
士
ダ
等
の
！

g

外
.國
_

ろ 

分
離
处
に
好
意
を
寄
せ
た
。
當
時
の
國
圏
の
關
係
か
ら
で
も
あ
り
、
宗
敎
上
の
關
係
か
ら
で
も
あ
り
、
又
原
料
供
給
上
の
經
濟
關
係 

S

も
！

。
已
I

部
の
分
離
に
依
つ
て
有
力
な
國
內
公
債
市
場
を
喪
失
し
て
居
る
走
、
對
外
關
係
が
が
く
黯

d

l

;
 

で
、
細

分

離
S

戰
時
財
政
.々

策
は
I

か
&
非
常
の
困
f

.
遭

遇

し

た

。
、
元

來

、
.
兆

部

は

已

.に
其
の
植
民
時
代
か̂
^
^

碧

I

f

つ
_

:

|か

气

州Q
租
税
高
權
は
_

ね
ば
な
ら》

の
が
.常
i>
で

：
あ

る

。
.西
部
に
於
い
て
.は
こ
，の
事
情
は
多
少
異
な
る
け
れ
ど
も
、
地
方
財
政
制
度
の
立
前
は
大
體
に
於
い
て

起
債
市
場
が
右
の
如
く
で
あ
：る
か
ら
、
戰
邊
債
政
策
は
從
來
と
は
義
に
.な
ら

ぬ

管

.窮
屈
な
修
件
の
下
に®.
:
か
れ
：だ
ラ
金
_

 

バ(

l

:

f

e

)

l

し
，
免
税
條
件
を
明
記U
、
豪
保
證
を
明
細
に
.す
る
等
、
總
じ
I
:
債
約
款
はr

明
細
耳
つ
：確
實」

：|

|
 

ば
重
な
か
っ
た
：タ
た
だ
に
公
債
約
霞
を
明
細
、
.確
實
に
す
る
の
.み
な
ら
ず
，
公
債
利
子
を«'
く
し
、
減
債
銮
金
；の
制
度
を
確
立
せ
料

i

A

r 

I

命
關
稆
法
以
後
關
税
の
累
次H

，
爲

替

思

惑

の

！
！
止

：
、

聯

邦

所

得

税

tax)..

其
の
他
戰
，
税
?:temal 

の

新
設
、
パ
國
法
銀
行
制®

:

s
y
s
i
:

' 

|

|

:タ
は
、
、即
ち
か
べ
の
如
き
必
要
に
應
ギ
る

あ
ー
つ.た
。
，
し

か

し

な

が

ら

、

'た
と
へ

.ば
聯
邦
所
得
稅
及

.び
麗
銀
行
制
度
の
：創
設
、
.州
法
銀
行
桊
に
對
す
ネ

^
^
^

|
泛
.
0等
に
就
い
.て
は
、
戰
爭
勃
發
の
當
韧
に
於
い
て
財
務
長
官̂F. C
h
a
s
e

か
ら
提
案
せ
ら
れ
た
に
徇
は
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
地

'

■ 

r 

■ 

/ 

. 

,

-
-
- 

■ 

- 

. 

.

> 

. 

. 

_

■>
■
\. 
...
 

. 

.. 

■-
/

方
.髙
權
を
侵
餓
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
容
易
に
_
會
0
承
認
す
る
と
と
ろ
と
な
ら
ず
、.漸
や
く
夫
>
.
の
立
法
が
爲
さ
れ
た
と 

き
：̂
已
に
時
期
遲
し
の
感
が
あ
る
と
い
ふ
や
ぅ
で
、
公
債
政
策
と
.租
税
政
策
そ
の
：他
一
般
經
濟
政
策
と
の
間
に
並
行
關
係
が
保
た
れ
な 

办
，つ.た
0
こ
れ
が
た
め
に
公
潰
發
行
條
件
は
次
第
に.惡
く
な
り
、、
其
；の
間
引
受
シ
シ
ジ
ケ
ー
ト
の.思
惑
活
動
が
あ
っ
た
り
し
て
、
公
債

.

.
•
•
•
•
' 

. 

J 

I 

• 

 ̂

. 

.

.
I
.
;
.
.
.

T-
..' 

.

.

.

•*
し

*
+
• 

.

し
. 

- 

I
.
, 

.

.

.

.

.

.

. 

.
-

•■
.■'
.

:r
t
J
-
«
:
^
J

§落
し
、
か
く
の
如
き
事
情
は
所
謂

「

法
貨」

.た
る
無
利
子
强
制
公
僚

(

0
沒
6
&,̂
&)

'の
發
行
に
益
>
:俟
た
ね
ば
，な
ら
ぬ
と_

.

^

^
り
、
：；通
旧
混
麗
が
從
つ
て
惹
起
さ
れ
た(0
で
あ
.る
。
，''
'
. 
'

;/
.
;■
'

■

戰
^

決̂
す
：ベ
き
多
く
0.
問
題
が
の
.こ
さ
れ
た
が
、
差
當
り
法
貨
の
阔
收

(

ネ
3
5
|
!
>
0-
.
§
ご)

、
滿
期
公
廣
の
借
替(

*.:
•'refunding

o 

及
が
税
制
盤
理
が
其
の
尤
：も
急
を
要
す
る
問
題
で
'あ
.つ
た
？
先
づ
税
制
盤
理
の
問
題
で
あ.る
が
、
全
體
と
し
，て
關
稅
及
び
內
國
税̂

® 

減
す
る
で
'<
*
:
:
に
就
い
.て
.は
：少
し
も
異
論
が
な
ぃ0
:こ
れ
が
太
め
^
は
ニ
般
的
忆
支
出
を
制
限
す
：石
ほ
か
に■公
債
償
却
の
酿
度
•を
猿
定
：し〉 

ズ
置
く
必
奥
：が
あ
つ
た0
.こ

.^
に
就
い
セ
は
ー
八
六
六
年
の
減
債
基
金
法
中
に
已
に
規
定
せ
ら
れ
；て
：居
る

0
.次
ぎ
に
內
國
稅
.減
» 

題
旅
#

^
ガ
”
消

費

税

の

ー

み

：に
：

.て
も
百
餘
種
の
多
數
に
上'り
、
.坐
產
過
程
及
び
流
通
過
程.
^

で

あ

.^
か
^

其
の
.間
重
複
課
税
が
尠
か
ら
ず
あ
り
、
從
つ
て
消
費
稅
の
減
廢
が
第
-.
に
着
手
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
たo
,.
然
る
に
*
一
 

際
に
ほ
轉
嫁
の
困
難
な
聯
邦
所
得
税
の
輕
減
か
ら
始
必
ら
れ
た
。
こ
れ
は
單
に
轉
嫁
の
問
題
か
ら
の
：み
來
た
こ
と
で
な
く
て
、
戰
時
高 

率
關
税
を
維
满
せ
：ん
：と‘す
る
企
'み
.か
ら
來
た
0
で
あ
.る
，;0
_

で

あ

る.0
聯

部

所

得

税

は

か

 

<し
て
，l
/\
jハ
八
年
法
に
依
少t.

八
.
V
O年
以
後
廢
ih
さ
る
べ
き
も
の
i
.さ

れ

た'.
0

所

得

税

相

續
 

減
廢
は
公
債
利
廻
り
に
強
く
影
響
ず
る:0
:こ
,の
點
に
；於
い
て.公
債
の
主
な
保
有
者
で
あ
る
衆
部
は
こ
れ
を
歡
娌
し
な
か
つ
た

o

更
ら
に 

ア
メ
リ
、力
聯
邦
の
國
家
的
性
格

W

其
の
財
政
及
び
貍
濟
 

.
一

= 

一

(

一ニ

 

C



.ァ
メ
，リ
カ
：蠶

.S
家
的
性
格
晶
の
■財
政

及

.
び

經

濟

 

二

！
ニ
 

r

c

r

m

) 

.
麗

税

、
の

減
f

i

負
f

輕
く
す
f

の
で
あ
f

い
ふ
理
由
で
.、
農
業
州
殊
に
西
部
は
强
く
反
對
し
た

o

悪
は
そ
こ
で
共
通 

の
利
害
に
立
っ
東
部
を
誘
っ
て
、

一
八
六
七1
三
月
ニ
日
の
單
獨
-'
^
に
.依
り
羊
毛
關
税
高
上
げ
、
、
次
い
で
一
八
七
ニ
电
關
霍
に
.依

‘關
栊
べ
0
影
響
が
少
-̂
:
く
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る0 

■ 

■ 

. 

. 

- 

.

Xソ

,

.西
部
接
部
と
結
ん
で
關
税I

I

己Q

有

利

に

決

李
t

と
が
出
來
た
け
れ
f

、
其
の
間
S

部
に
依
っ.V

大

轰

負

檐
. 

を
背
負
は
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る.。
法
貨
の
囘
收
が
即
ち
そ
れ
で
あ
っ
た
。
公
債
保
有
者
•に
と
つ
て
は
公
債
利
子
の
硬
貨
、に

故

る

鑫 

を一

日
も
早
く
し
た
か
っ
た
。
滿I

愦Q

借
替
に
は
通
貨
價
値Q

引
上
が
先
決
問
I

I

か
ら
.
政
府
は
固
ょ
り
法
貨
の
囘I

 . 

1
秦

望

し

た
' ：

然
る
に
法
貨
の
■
_歌

に

.
依

る

法

貨

價

著

そ

れ

 

は
差
別
發
行
税
と
共
に
州
法
銀
行
の
銀
行
卷
發
行
を
尤
も
困
難
.に
し
たc 

/J

れ
に
依
っ
て
直
奮
響
せ
ら
れ
る
も
の
は
農
業
州
、
殊
こ 

西
吾
で
あ
•っ
た
。•銀
行
餘
の
收
縮
と
共
に
農
鹿
物
價
の
下
落
が
忽
ち
.に
現
は
れ
る
か
ら
で
あ
る

。

そ

こ

で一
八
六
八
年
一|

弓
四
日
法
に 

#
蟲

,

_

は
S

打
切
ら
れ
.：|

;で
あ
：る
が
、
“ 

I

八
七
ニ
年
の
關
稅
改f

引
換
へ
へ
£
 

:
八
七
三
年11

月
十11

日
法
I

っ
て 

囘
收
,

:f
l
し
.、
.法
■

新
規
發
行
又
：は
部
發.行
は
一
切
こ
れ
を
禁
じ
、r

八
七
.八
年f

 cv

て
K
貨
梵
換
を
開
始
す
る
こ
：と

：
 

4
せ
ら
れ
た
M
;»
前
.；

U
、

、金

襲

编

对

と

正

貨

麄

鼻

備

の

た

め

と

で

、
含

：吸
收
に
っ
^；

め

て

：
來

、

こ

れ

に

依

っ

.
て

金

署

衆
 

,メ 
I

に

於
：
^L

i
し

っ

っ

あ

っ

た

の

，
で

あ

る

が

、
' こ
の
一
八
七
コ
.5
法
に
依
り
金
價
値
は
急
騰
し
、
物
價
は
從っ
て
暴
落
し
、
^

一
 
八
セ
ニ一

■
恐
慌
と
.匕
れ
に
續
く
長
期
不
祝
が
始
ま
っ
た
の
で
言
。
恰
か
も
,
^
^

ゥ
ィ
丨
ン
の
■
式
恐
猶
と
：呼
瀹
し
：て
大
规
模
の11
1
:界
恐
慌
が
：展
|

:ら
れ
た
ゎ
け
|

る
0恐
慌
4
共
に
貿
易
は
不
振
の 

_姻
税
凇
人
.‘は.從
っ
ブ
徼
減
上
た
。.射

政

ま

■

は

關

響

土

を

遺

に
L
公

：
一

八
七|

1
_
:

税
法
は
^

1 

<七
三
年
貨
幣
法
.が
.
/:0
2.
日
6 of ,

l
S
7
3
r

と
稱
せ
ら
れ
る
所
以
が
右
に
依
つ
て
制
然
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

.

.

.

.

'

-

 

- 

. 

.

.

•;
-
 

.
 
.
-
•
\

 

.
バ' .

借

替

は

、
：
物

價

傲

落

、
、
事

f

振

、
：
從
つI

融

緩

漫

名 

傅
銃
政
策
：と
し
て
促
進
：せ
ら
れ
た
。
ヒ
れ
は
市
場
放
資
物
'の
欠
乏
.と

相

俟

：つ
て
公
債
市
價
を
騰
貴
せ

t
め
た
f

.

.

.

.
V 
へ：
.
.
••
•. - 

- .. 

, 

.

.

.

. 
 ̂

. 

.

.

. 

:
r
- 

. 

• 

. 

.

:

.....

.

嗔
次
积
當
と
す
名
銀
行
券
め
收f

餘
儀
な
く
し
た
:0
こ
の
逾
貨
收
縮
運
動
は
農
業
州
に
殊
に
强
い
か
ら
、
農
_
物
:^
非

農

產

物

の

慣
 

震
差
は
從
つ
て
起
つ
たo
.製
.品
1

0
高
率
^
:
.は
こ
の
較
差
を1

勝
大
き
く
し
た
。
：
こ
の
價
格
腱
迫
は
經
營
及
び
所
有
ぬ
集
中
を
：

— 
.-..
■..へ-'
'
'
.. 

< 
. 

- 

.

•>
■ 

■
•'
. 

...• 

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

-.
: 

.

.

.

. 

L 

• 

1
:
:
.
.
.
.
.
.
.

促
進
し
た
汴
か
く
て
ナ
ラ
ス
ト
運
動
が
一
方
に
起
り
、
.他
方
に
はGranger, M

o
v
e
m
e
n
t

又
はG

reenback P
a
r
t
y

等
の
民
衆
運
動

.:

r
 

.

.

. 

<
•
•
• 

. 

.
、
. 

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

, 

: 

. 

. 

. 

: 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

:

が
起
つ
た
。
.ダ
メ
リ
为
に
於
け
る
:

「

第
二
の
産
業
革
命」

.時

代

，と
稱
せ
ら
る
る
の
.は

'-
»
:
1八
七
三
年
恐
慌
後
跺
に
一
八
八
〇
牢
代
.か
ら
；

• 

.
-
/
.
I
.
t 

* 

-
. 

- 
- * 

- 

. 

. 

• 

r 

- 

• 

•
-
•
•
•
•
•
•
• 

• 

• 

. 

-
.

一
八
九
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
く
の
如
く
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

.
農
？

フ
ス
ト
の
續

■

民
i

働
支|

下
；に
、

一
 

は

「

簡

題

」
1

I
V

?

 

p
r
f

g

o
で
あ
り
、
4
ー.は

聯

邦

所
得
稅
問
題
：で
あ
り
、

.
三
：は
關
鴻
問
題
で
あ
る
。：'ァ 

の
1

收
と
に
依
つ
て
•
傷

f

界
的
穩
が
親
は
れ
た
。
；
ロ X

卞

S

唱
へ
た
が
、

一
八
七11.1

年

恐

慌

後

急

落

：し
、
_ー
.
<七
六
年
に
.は
五
：ニ3
言
片
、

ー
八
れ
五
^
に
は
四
八
^
育
弁
と
い
ふ
俾
谭
を
示
'

V 

• 

... 

.
 

.
 

,
•

厂.

.

「

こ.
.
.

-

,

.

:

.

.
 

•• ..•
-
V 

•
:
. 

.

し

；
^
-
金

銀

比

價

は

こ

^
に
準
七
て
、

一
五
异
七
':
'

4
七
.
八
七
、
'
1.九
*
1ー
九
と
卞
つ
た
。
西
部
.の
.諸
州
及
び
潰
務
州
は
こ
の
銀
價
下 

落
を
利
用
し
て
農
_
物
價
の
引
上
义
は
愦
權
價
格
の
切
下
を
行
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
.°
即
ち
、
法
宛
比
率
に
從
ひ
低
價
鈒
塊
を
も
つ
，
 

て
木
位
銀
卵
を
_
造
し
、
又
は
法
觉
比
率
に
も
と
づ
き
銀
塊
を
哗
備
と
じ
て「

鈒
證
淥」

9
s
i
l
v
e
r
,
c
e
r
t
B
c
a
t
e
s
o

を
'®
行
せ
ん
と
す 

る
の
で
.あ

づ
.て
、
.其
の
作
用
は
、
.市
價
の
低
落
f
る
公
債
又
は
法
貨
を
§|
當
と
し
て
共
の
券
面
額
又
及
法
定
額
ま
で
m
fr
#
を
#
ft
し 

た
場
合
と
同
様
で
あ
る
。1

八
七
八
年
のB

land-
A
l
H
s
o
n

 A
c
t

は
、
か
く
の
如
き
趣
旨
に
も
と
づ
く
銀
買
上
と
銀
證
券
の
發
行
を
規 

ア
メ
リ
ヵ
'聯
邦
の
國
家
的
性
格w

其
の
財
政
及
び
經
濟 

一

ニ

萃

c

r
rr
s



ァ
メ
リ
ヵ
聯
邦s

s

f

の
財
政
及
び
經
濟
 

一

二

四

(

i

)

.
H

I

雜

で

あ

つ

て

、
，そ
れ
は
同
年
の

>:

貨
兌
換
の
開
始
、
從
つ
て.一
八
七
三
.年
貨
幣
法
の
代
償
と
し
て
西
部
及
び.債
I
 

の
f
た
もQ

で
あ
つ
た
。
分
離
馨
後
聯
邦
財
政
は
、.一
八
七
■

を
除
き
、

一
八
六
六
年
乃
至
一
八
九
三
年
讓
年
收
人
S

を
示 

し
た
。

ニ
八
七一1

年
法
に
依
る
關
税Q 

n一
 
律
引
下」

は
か
くQ

如
き
財
I

情
に
於
い
て
出
來
た
もQ

H

*
關
税
引
下
要
艰 

は
僻
然
べ
り
返
名
れ
た0
し
か
し
そ
の
都
度
エ
業
州
は
巧
み
に
こ
れ
を
外
し
て
關
税
引
^
;を
遯
け
た
0
.ブ
ラ
ン
ド
法
は
其
の
十
で|

> «
- 

I

八
八
三
'
一̂
二5
1百
法

に

依
る
關
髮
び
§

繁

改

栗

其Q

 
一
 |

で
あ
っ
た
。
即
5
 

關
稅S

下
を
少
i
く 

す
る
た
め
气
酒
精
飮
料
税•肇

税

I

くC

國
准
ず
ベ
て
撤
靡
し
、
こ
れ
に
依
や
て
關
税
旱
の
餘
地
を
少
な
べ
し
、
'

H

 

;•
:
?
.下
級
.牟

售

芨

び

下

級

馨I

に

就

い

て

樣

濠

下

げ

た

名

は

，
響

け
、
却
？

製a

■

は
其
の
稅
率
I

く
せ
ら
れ
た
の
で
t

>

;下

攀

馨

S

棉
製
品
を
引
下
げ
た
の
は
、
煙
草
税
の
二
分
の 

.1

削

減

念

も

に

、
こ
れ
に
依
つ
て
南
部
と
結
び
、
關I

正

畫

利

袁

着

せ

し

め

ん

參
S

業
州
の
策
略
に
出
づf

の
I

-
t
Q
o
S 

- 

> 

L 

■

■:
.
.ぐ：、
.

息

；—

1
1
1
哞
攸
入
法
に
依
り
鋇
行
手
形
税.專
頊

金

税
.貯
蠶

行

爾

金

稅

，
銀
行
资
本
税̂

-■
$
れ
た
。
こ
れ
ら
は
戰
時
所
得
税Q

廢
棄
後
、
こ
れ
.に
代
石
一
の
部
分
所
得
税
と
し
て
大
き
なI

;意
義
を
も
つ
て
ゐ
た
の'で
あ
.る
が
、 

撤

窆

一

八
c
l
l:¥
法
に
伤
る
關
稅
引
下
の
者
と
は

「
銀
問
題」

と
聯
邦
所
得
税
問
題I

s
沸
騰
せ
し
め
た
。
た

だ

琴 

最

喚

_
主

I

た
い
こ
と
は
、.聯
邦
所
得
稅
が
聯
邦
霞
檐
の
均
衡
とX

點
か
_

求
せ
ら
れ
堂
き
に
は.
常
に
一 

繼

霖

袁

」

.
5
a
a
l
,

ド
6

て
'で
ぁ
っ
ー
て
デ
專
ら.營
業
所
得
‘資
本
所
^

で

':
^
る
。
一.
# メ
リ
■

濃

貢

課

税

主
.義

篇

^

1

I

D

I

I

I

1

(
f
i
y

 ;iax)

の
觀
念
に
從
ふ
ブ
办
人
頭
税
ど
看

a
さ
る
ベ
き
も

0;
:で
$
寧
ろ
.ぞ
れ
は
今
：0,
0 :
線
合
所
得
税
^
が
|

.'
&

0
哕
坻
い
も 

0
で
が
つ
た
。
さ
れ
ば
、
.戰
睜
所
# :
#
と

其

ゆ

後

農

業

州

等

ぬ

俅

つ

で

：要

求

せ

ら

る

る

間
ぬ
比#

^
的(
の
：相
逾
を
も
つ
て

か
る
0
で
が
る
0.
.
-
、
- 

'ぐ

■■
■
_'
:-
.ぃ
,

-

ゾ
■

;

:■
■.ベ(

V 窗

.；
ゆ

身

..

.:;
:
.
v
*

 

印 

V 
f

聯
漸
肌
得
税
問
題
と#
に
地
友
の「

警

財

產

m」
(

5 general properly

^
士)

の

:-
1分
離」

(

：s
e
p
a
r
&
o
n
o

が
次
第
に
問 

題
に
上
せ
^
れ
る
に
至
つ
た
Q
.綜
合
財
產
称
の
,

「

分
離」

と
は 
>
.財
產
を
夫
々
不
動
#

0
，
^
3
1
£
^

)

；
ど
断
產
バ
.
^
p
e
-^
u

^
.
動 

產
^'
更
ら
に
有
體
動
產(

可
見
動
產)

taligses'.; yisibleso

と
無
體
動
產(

不
可
見
動
直)

へ
^int

§:g
i
b
l
e
s

Mv
l
i
b
l
e
s
o

と 

.に
夫
々
''
.

「

分

類

0
，
1

段

0
&
0气
0
し
、
：.先
>
の
管
理
レ
上
貌
地
方
團
體
，と
〒
級
地

ぜ
ん
：ど
ず
が
匕
と
の
謂
：ル
セ
あ
る0:
こ
れ
ぼ
經
W
CD
發
達
ス
所
有
胗
式
の
變
遷
：に
供
れ
て
當
然
起
を
タ
ぎ
^
の
せ
あ
る
の
：だ
が
、
併
し” 

き
虼
分
離
戰
爭
前
か
ら#
方
政
府
に
依
，
て
課
稅
せ
ら
れ
た
會
敵
税•銀
：行

擎
^

權̂
稅
-

の̂
他
免
許
税
等
に
依
マ
て
フ
綜
合̂

® 

税
を
補
完
す
る
途
も
あ
を
わ
け
だ
か
ら
、
必
ず
しv 

r分
離」

'が
火
急
^
せ
ら
る
る
わ
け
は
愆
い
办
で
あ
る
タ
然
る
に
'

「

分
離
1-
*
於
聯
' 

邦
所
得
稅
と
共
に
問
題
に
な
つ
た
と̂
ふ
の
は
，「

分
離
仏
に
依
0
て
0:
_
|
|
^
は
債
權
ヒ
課
税
ぜ
ん
と
す
る
政
治
目
出
づ
る
か
ら 

で
あ
.る
贫1

八
^'
-
1
#收
入
法
に
侬
ヴ
銀
行
掰
金_
等
が
廢
此
せ
ら
：が
る
と
、
聯
雜
脒
得
税
最

「

分
離
れ
妃
.が
败

微

的

に

.
同

時

に

問

輝
 

:と
な
づ
た
(?
>
-
:
は
>
か
く
の
如
き
藤
由
ー
に
ょ
づ
で
劝
が
る0バ
';
'
::.
:
;̂
.

;
ニ
” 
>
:
霸 

V: 

t

■■
共
和
黨
政
»
は
、1

八
六
ー
年
>
.
ŝ-
c

l
が
大
統
領
ぬ
就
$
1>
-
て

ょ

りV
.
.
一
八
八
五
年
民
主
黨
のo.
'

c

f
 
fd

,

が
大
統
領 

に
な
る
ま
•で
、
實
に一

ー
十
71
:
年
の
久
し
き
に
苴
つ
て
續
い
た
の
で
，あ
る
。
.こ
の
間
聯
邦
政
策
.は
反
農
業
主
_ (Industrialism) 

tも 

つ
てM

賞
し
た
。
農
業
は
、
其
の
生
產
方
法
の
改
薺
と
經
營
，の
組
織
化
を
.も
つ
て
.こ
れ
に
對
抗
す
る
ー
方
、
銀
政
策
を
通
じ
て
の
價
»
較 

蓊
，の
修
茈
と
：グ5
ビ

：
：
ゾ

ダ

に

依

る

外

國

販

蹐

の

# !
張
^
«
9

ア
メ
リ
ヵ
聯
邦
の
，國
家
的
性
格W

其
の
双
双
灰
び
罾
濟 

一

二

五

ハ

| 
ニ
ar
o



ア
メ 

9か
聯
邦
の
^
家
的
性
椅w

其

の

敗

政

及

び

經

濟

r
一
六
，

ニ
六)

m
上
、
線
合
財
產
税Q

「

分
離
し
等
を
も
っ
て
報
い
た
。
農
產
脐
料
ひ
騰
貴
は
エ
篆
唐
費
の
騰
貴
を
意
味
し
、
塞

費

の

•
騰

貴

は
其
の 

輸

偽

ヵ

I

め

る

.
。H

f
、
こ.Q

不
利
益
I

り
去
る
た
め
に
、
ト
ラK

ト
運
動
を一

疆

め
る
傍
ら
、
外
國
移
民
を
積
極
的
に 

輸
入
し
て
勞
働
從
の
削
減
を
圖
り
、.ラ
.チ
ン
で
メ
リ
ヵ
諸
國
に
投
資
し
て
原
料
輸
入
に
依
り
內
地
原
料
價
格
を
引
下
げ
ル
と
企
て
た

0 

1

ノ
九
0
年

-^
は
こ
れ
ヵ
た
め
^-
第
.ー
囘
沉
浓
會
_ (

P
a
n
-
A
m
e
r
i
c
a
n

门
吕
^
沒
宮
^
が
開
か
'
^
。
工
業
移
^
ネ「

-v
t

J
年
代

 ̂

後
激
枪
の
傾
向
集
じ
た
ハ
外
國
奮
の
續
加
は
當
然
國
內
の
勞
働
條
件
を
®
下
せ
し
める
。
勞
働
組
合
運
動
は
ク
口
1
ズ
ド
：.

V

シr 

.ッ
フ
原
切
鐘
を
H
標
と
し
て
.日
を
逐
ぅ
て
旺
ん
に
'な
つ
た.

o

國
內
政
情
は
と
れ
に
依
つP

#

雜

微

■

動

い

た

の

セ
ぁ
る
。
1
A'
九 

〇
年

のM
l

e
y

關
税
法r 

S
h
e
r
m
a
n

議

、
f

 ma
n

反
ト
ラ
ス
ト
馨

は
、

む

の
如
き
政
情
を
反
映
し
，た
も
の
で
各
る
。
、 

.

’シ
ャ
.丨
マ
ン
銀
法
はf

八
九
〇
年
七
月
十
四
日
を
も
っ
て
公
布
せ
ら
れ
た
が
、そ4

は
大
體
揉
い
て
ブ
ラ
ン
ド
•
ア
リ
ソ
ン
法
©. 

延
長
と
觀
て
ょ
か
っ
た
o
即
ち
-每
月
銀
四
百
五
十
萬
ォ
ン
ス
を
貢
4
げ
、
こ
れ
.に
對
じ
1:
:
;霡

限

甯

ヵ

_

(

_

蒼

1
が
|

ふ
國 

庫
債
券
を
交
付
す
る
も
•の
'で
I

々
た
だ
晛

者

の

襲

ぁ
る
點
は
、
後
者
が
交
付
霧

の

通
用
か
に
：制
限
幕

は

た
を
と
'

^
^
^

前
者
が
財
務
長
官
^

_
に

依

基

：，
齡
鑄
貨
ゼ
も0
*1
:
.
'
霞

を

间

收

货

恃
.复

ま

^:
こ

.：
ど

及

漱̂

位

紙

弗

ー

凝

造

農

參

 

必
要
ぁ
I

認
め
ら
れ
る
場
合
に
眼
る

K
J

と
.と
し
た
等
で
ぁ
る
。
..こ
れ
に
依
っ
て
通
貨
裹
策
■
.

す

る

：西

部

i

f

義

通

っ

た

ゎ

：

 

け
で
ぁ
：̂
力

マ

.ッ
；中
ン
レ
—

關
ポ
法
に
於
れ
て
喪
ふ
と

こ

ろ
が
遙S

に

大

あ

か

歎
0
,
:
羊
毛
，
麻
.廛

.蒙

等

爵

0

^-
,

產
 

の
翰
^
*は
^

げ
ら
れ
た
が
.

〉

其
の
.賠
償
と5

て
^
毛
製
品
‘
棉
製
品
等
は
禁
JK
,的

肇

參

i

れ
：た

雲

あ

：る
。
客

關

稅

に 

ザS

て
特
营
す
る
點
は
、
染
會
議
を
有
効
な&

む
る
た
め
に產

主

義

を

と
っ
た

こ

と

，

で
あ
る

。
即

ち

、
砂

糖

，

コ
■丨
？

I

I
は
I

と
U

2
德

無

稅

品

と
I

が
、
■

■

は
命
令
を
も
づ
で
$
れ
ら
.の
.輸
入
品
篇
税
を
.課
掷
じ
得
き
'#
と
ず
る
<0
-;セ
ぉ
潔
砂
糖
だ
麵
^

肉
ふ
：中
四
女
年
間1

躲
度
當
_

雜

§
獎

：
勵

窘

：
春

す

：
：
る

吞

畜

；

U
た
。
：_
ふ
ま
で
冬
^

i
:
Q

妥
協
政
策
で
：あ
る
。

ン
：冲
（.マ
：ン
'厲
ト
ラK

十

法

は

：
勞

働

組

：

合

：
に.對
す
る
强
行
政
；策
を
意
味
す
る
が
、
.共
の
本
來
の
罔
的
は
農
# 

#
<D
反
>
ニ
フ
ス
±

见
法
^
對
抗
し
、.
.農

 ̂

を
禁
止
す
る

.に
在
るo 

:
':
,こ
わ
共
和
黨
政
策
は
直.ち
に
太
統
領
選
擧
に
反
映
し::
'':>
ー
 

U 

:
八
：九
.三
牟
に
は
グ
リ
1
グ
ー
フ
ジ
ド
の
#
選
と
な
つ.た
。
，
し
h
し
、
こ
こ
で 

ね
ば
な
6
ぬ
：こ
：>
は

ぐ

ク

：
タ

ー

ヴ

：

9
ン
ド
の
苒
賴
に
依
っ
て
民
東
黨
政
攒
が
出
來
た
げ
れ
ゼ
も
：

->

意
見
が
靈
扯
し
弋
居
衫
、.梃
％
て
民
主
黨
本
來
：の
政
策
遂̂
が
困
難
と
^
り
れ
セ
：居
.る
こ
と
で
あ
る
々
之
め
事
情
は
第
一
次
ク
リ
ー

ヴ
；； 

タ
ン
^
耿
權
に
於
か
て
4
窺
は
れ
た
が
、
1

4次
：タ
认
1
:ダ
？

7 

シ
ャ
r
マ
ン
_ 

輿
に
^
と
^
き
國
庫
愦
券
^
依
る
金
引
出
が
：：爲

麗

杧」

，(

？
|
篑

秦

ー

：
に

行

は

^

.が
備
が
抝
九
斤
为
百
萬
弗
を_
ず
の
'み
ネ
な
：.つ
'
:た
之
と
：に
直
接
原
因
す.名

；
こ
：
と

で

あ

曷

 

南

醫

慎

務

：：の

暮

り

：
若

く
.は
穀
； 

.
_

«

0引

：上

弟

段
4
し

，て-0
銀
政
策
に
對
上
刹
窖
相
洛
れ
ぬ
立
場
に#
る
こ
と
に
遠
く
由
來
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

@

部
の
立
場
は 

•

を

此

部

に

接

近

：
せ

.し

め

灰

？

こ

れ

：
に

依

つ

4:
1
,八
九
〇
年
銀
法
0
停
也
法
案
は
一
八
九
三
年
八
月
.十一

日
下
院
を
通
過
す
る
し
と. 

を
.賴

：
た

。
：
：
然

：
る

に

、
こ

<2
>

1

方
、 

關
税
0
引
下
^
聯
邦
所
得
税
新
設4
を
骨
子
と
す
る
：：1:八
九
四
年
收
入
法
案
に
對
す
る
妥
協
工
作
を
進
め
.：
て

、
■
と

り

あ

人

ず

一

八

九

三
 

.年

十

月

.
三

十

S::

シ

ャ
4マ.：：

ン
、
銀

法0
停

止
，
^
 

.

,

シ
.ャ
ー
マ
ン
銀
法
の
停
止
は_

所
得
稅
課
税
を
條
件
と
し
-て
西
部
の
承̂
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
聯
邦
所
得
税 

は
一
八
九
五
年
四
月
八
日
の

p
&
o
c
k

 y. 

Faj ：

日ers Loan and Trust C
o
m
p
a
n
y

事
件
に
對
す
.る
聯
邦
最
高
裁
刺
所
判
決
に
於
い 

て
違
憲
を
宣
言
せ
ら
れ
、
其
の
施
行
前
に
失
効
し
た
。
判
決
理
由
は
、
聯
邦
所
得
税
が

「

直
接
税」

で
あ
り
、
從
つ
て
各
州
に
削
當
て 

ァ
メ
リ
ヵ
.聯
郎
の
國
家
的.性
挤
ミ
共
の
財
政’及
.び
經

濟
. 

ニ
！
七
.

(

1
ニ
七〕

、



1: 
I
i；j
I

r:
メ
.
9
‘
力
：聯
邦
©
國
家
的
性
格

v

其
の
.財
政
及
び
親
濟. 

一

一

一

八

(

ー

」

|
6 

;
る
.
'、
こ

と

な

ぐ

し

，
て

..課
稅
す
：る
ご
と
を
得
な
い
と
い
ふ
の
で
お
る
。
こ
の
.判

決

を

、

一

八

六

，
八

年

の

.
1

^
 

I

I

 

o

i

l
 

.V. 

I

，
製

が「

間

接

税

」

l

e
%)

.と
し
て
聯
邦
所
得
税I

持
し
た
の
に
比
べ
る.と
數
味
あ
る
の
で
あ
る
が
、
要
ず
る
に
.、

一
.八
'.九
四
¥
聯
.邦
所
得
税
は
事
實
上
農
業
所
得
を.免
除
す
る
差
別
課
税.

(wanting- in uniformity)

t:
'
-あ
る
と
い
ふ
の
K
l 

の

眞

意

，で

あ

る

 

'た

だ

'
に
•
こ

Q

一
 
八
九
五
年
^
決
に
依
っ
て
聯
邦
.所
得
税
を
喪
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
.
一
八
九
.七
年

の
b
s-
g{5
*
y
 

I
稅 

法
に
侬
っ
て
製
品
關
税
は
未
曾
有
の
高
率
.と
せ
ら
れ
た
か
ら
、
國
内
政
情
は
險
惡
■の
空
氣
童
し
た
。
.偶

々

一

八

九

八

年

米

西

^

^

の 

，.勃
發E

依
っ
て
、

こ
€
-險
惡
の
空
氣
は
‘

一

時
綏
和
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も.、
.戰
爭
直
後
の
’

」

九
〇
〇
年
の
金
本
位
法(Gold.Standard 

Act)

の

制

奢
機
會
.と
し
て
-
•政
治
不
安
は
頓
に
增
し
た
。
藉
し
本
位
法
は

「

銀
問
題
y
§

雹

防

止

し

、
通
貨
を
收
摘
し
て
、
.滿 

期
公
債
及
が
.不
随
定
公
債
-
会

|

3)

の
.低
利
借
替
及
び
償
却
を
有
利
に
運
ば
ん
と
ず
る
に
«
っ
た
か
ら
で
あ
‘
^

^

.

:

鑛
產
物
の
#4

：

移
出
制
限
、
ゼ
れ
：に*
す
る
非
穀
物
州
の
食
料
品
需
要
制
限
策
と
ー
し
：て
.の
_

法
の
«
裏

.南
部
0

_

^

 ̂

.象
部 

の
銀
行
支
拂
停
止
、
と
れf

と
づ
く
地
方
的
小
.恐
慌
の
龜
發
、1

九O

ブ
年
S

I

ンy

玉
 

一
丸
S
 
_

の 

Anthracite noal

5
1
1
;
1
1
^

の
如
き
大
¥'
議
.の
勃
發
等
國
內
政
情
は
今
や
始
ん
ど
收
拾
す
べ
か
ら
ざ
る
：混
亂
狀
態
に
陷
つ

た
。
車

に

®

內 

.に
於
い
て
：の
み
な
ら
ず
、.ア
メ
.
.
|
.
の
.ダ
：5
艺

グ

政

策

に
^

題
•
メ
キ
シ
コ
問
題
を
め
ぐ
る
英
佛
獨
米
の
對
立
等
、
.國
際
關
係
も
日
に
增
し
緊
張
を
焚 

先

っ

^
.穸
0
3
6
<
&
政
府
は
>失
業
救
濟
策
4
し
^
へ̂

.ー
自

養

源
0.
開
發
又
は
維
持*
業
を
獎
勵
し
ノ
母
子
保_
等
を
講
|

,「
社
會
資
源」

：
9
 

:

s働
條
件
を
維
持
すI

的
を
も
l

〒
s

l

s
那
人
移
民
の_禁
：產

8

め
广
.
^

移
民
を
制
限
す
る
等
、
肩

隱

係(

：
莨e

-stafes^

及
び
社
會
關
係
の「

調
整」

"?ad j
u
s
i
m
e
n
t
o
U

つ
と
め
た
o Taft

'

政
權
に 

旗
る1

九
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八

年
.0
聯
邦
所
得
税
に
關
す
る
憲
法
修1£
法

(
1
6

-̂A

日end

日
e
ne
、
同
年
：^:
泠ee!and-&^ 

一
九
0
九

 ̂

，
の

农

：̂

?
&度
泛
關
税
法
等
も
、
要
す
る̂

ル̂
；1
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
策
の
繼
承
に
ほ
か
な
ら
な
が̂
 

t

九

.0
九
¥;
關

税

に

依

り

撥
 

率

：
は

と

.に

か

く

 S

る
程
度
ま
で
引
下
げ̂:
れ
、
グ
リ
ー
ラ
シ
ド
法
に
依
り
銀
行’券
办
廣
行
準
備
た
.る
べ
き
適
.格
歐
券
0:
範
圍
が
太
ぎ
く 

せ
ら
れ
、
：發
行
限
度
が
從0
へ
て
擴
張
さ
れ
た
。
地
方
金
融
の
緩
和
を
其
の
主
た
る
目
的
と
す
る
。

::
-

w

i

B.§
:
..政
府
に
：依
る
一
一
:九

，
ー
：
三

年

の

職

邦

所

得

税

、

1
^
€
^
0
0
<
1

關

稅

及

び

聯

邦

準

備

制

度

は

、

.右
の
如
き
共
和
黨
政
策
轉
換
0
; 

地
^
の
*
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
0
；
た

だ

馨

所

得

稅.に
先
.立
ち
：

1:::

九1
$

開
於
れ
た
こ
と
と
、.新
關
税
に
依
り
^

換̂
算
平
均
税
率
が
因0
，)

^
よ
り1.

1九
*六
.
に̂
'引
下
げ
ら
れ
.た
こ
と
と
は
注
目
せ
ら
る
べ 

t
で
，あ
る 
P
' 

.
,

.

\
-/
-
:::
:
へ
'リ

^
\ブ

ニ

C
C
)

世
界
戰
爭
よ
り
現
ル
ー
ズ
ヴ
ラ
ル
ト
政
權
へ0 .
發
展
の
特
殊
性 

分

.

，
こ
こ
で
少
し
く
說
朋
し
て
置
き
た
い
こ.と
は
州
際
關
係(int

e
r
s
&

s.rel

訖
1
§
-
に
就
い
て
セ
^

州
際
關
係
と
い
ふ
と
き
は
、 

:
.寶
に
.州
高
權
相
5.
間
の
關
係
0
み
.な
ら
す
聯
邦
高
權
と
の
關
係
を.も
包
含
す
る
：
？

0 

0 

道
賃
率
o.
決
定
、.。■
信
電
話
線
バ
^
プ
ラ
ィ
ン
.の
：架
設
、
遣
路
使
用
、.地
下
產
物
の
發
掘
、，
或̂
は
金
融
取
締
等
の
間
題
を
機
緣
と‘ 

し
て
據
擦
を
起
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
多
く
は
局
部
的
に
解
決
さ
れ
得
る
こ
と
で

.あ
り
*
又
知
事
會
議(Governors council )

等 

に
依
り
州
際
私
法
の
銃
一
が
一
八
九o
年
代
以
來
進
渉
せ
ら
れ
て
、
こ
の
種
の
議
は
經
和
さ
れ
來
つ
て
f

o
然
る
に
ト
ラ
ス
ト
運 

動
の
發
•展
に
伸
れ
て
州
際
關
係
は
從
來
と
は
興
な
る
生
商
を
現
は
し
て
來
た

o

ト
ラ
ス
ト
運
励
は'
一
冗
來
、
ア
メ
丨
力
に
於
い
て
は
州 

際
關
係
を
傲
體
と
し
て
起
つ
た
廣
義
の
合
理
化.運
動(

泛
fr
.
I
J
^
f?
.§)

で

あ

る

が

、

そ
れ
が
^
業

と

困

窮

を

常

に

伴

ぅ

も

の

^;
あ 

ア
メ
リ
カ
聯
邦■の.國

家

的

性

格

式

典

の

財

政

及

び

想

濟
r
I九

(

r
T九)
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デ
•メ
.リ
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聯t

の
國
家
敗
性
格w

其
の
財
政
及
び
'經
淹
 

一
H
o 

C
11

一1
S 

る
•こ
と
は
_、
他
の
國
の
獨
占
運
動
と
何
等
變.る
と
こ
ろ
が
な
.い
'0
.
.失
業
と
困
窮
の
救
濟
は
地
方
政
府
の
任
ず
る
と
こ
み
で
あ
り
1

.

,

0.
 

モ
地
方
の
社
會
費
亥
出
は
ト
ラ
ス
ト
運
励
の
發
腿
と
符
合
し
て
膨
脹
し
た

-°
,と
と
ろ
が
犬
ト
ー
ス
ス
ト
は
州
際
：に
跨
ら
ざ.る
ま
で
も
例
外
；
 

な
く
下
級
地
方
圑
體
間
に
跨
る
。
こ
の
こ
と
は
綜
合
脉
產
税
の
課
税
を
甚
だ
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
。
財
敗
上
の
必
與
は
財
產
課
栊
を 

'
1曆
必
.要
と
.ず
る「

の
：で
あ
'る
：が
、
：
こ.れ
に
從
<>
て

課

.
稅

を

嚴

重

ぬ

ず

权
 

.
Uで
敗
會
^

{m'
を
■價
格
に
^

^
せ
し
呤
て
所
謂
差
別
親
精；：

(

5 discliiminateso 〔

ゼ
_
地
方
^
强
制
す
..る
：か
、.ト
ラ
ス
ト
を
s

r-
s
又
は 

,
鷄

Jb
ず
.石
が
、>或
^
は
聯
邦
に
地
方
の
社
會*-
.支
出
の
4
部
又
.は
全
部
の
負
擔
^
^

:
で
あ
ー
る
が
、
'こ
.
の#
れ
の
乎
段
を
と
る
に
し.て
:̂
:
圈

關

係

は
.畢
载
緊
張
^
ざ
.る
^
得
ぬ
：ね
ど
ど
な
る
の
で
あ
る
。

\
.

州

隱

係

の

調

盤

策

と
.
'し
て
、
.'
:
1
九
# .
1
年
ゥ) .

$
ソ

シ

政

府

に

依

な

子̂
グ.
1
ゥ
，
^

が
採
ら
.れ
.た
が
、
こ
れ
ら
の
何
れ
も
州
際
關
係
を
調
擊
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。
エ
業
州
は
聯
邦
所
得
税
を
部
分
昕
得
税
か
ら
綜
合
所 

.得
税
に
改
正
す
べ
き
：こ
：と
ぢ
要
求
し
だ
0
:
;
聲
州
啟
雞
準
備
制
度
が
欺
な
る
短
期
商
業
金
融
機
關
.に
過
ぎ
ざ
^
の
理
#
を
.

 ̂

_

業
信
用
製
の
制
定
を
要
求
1>
た
:°
1>
'
私
し
：；0
0:
長
期
議
信
用
.に

就

い

て

霧

州

の

意

向

が

合

致

：し
て
：な
た
わ
げ
で
ば
な
い

0
. 

南
^

^
西
部
&

^
轉
嫁
を
檄
れ
て
獨
立
の
.徵
業
«
用

QOJlitstodc syste

日> 

.を
'要
求
.し
*
;':
:西
部
は
撤
邦
^

^
業
優
用
：っ(^

d
e
l
.

.'
■syste

日
¥
要
求
し
.た
0兩
者

を

愛

傲

せ

し

び

.
る

'^
め
に
こ
の
異
な
る
制
度
を
其
の
儘
と

り
入
れ
た
農
業
信
用
法
ハ
匀
务
民
&
旨r
o
s 

が

：

一.

九
ブ
六
年
に
出
來
た”
こ
の
農
業
信
用
を
中
心
に
南
部
ど
西
部
ど
が
拮
抗
じ
セ
會
る
瞄
に
’
エ
嚴
州
ぼ
メ
キ
^
^

^
依
る
緊
急
支
出̂
た
め
：の
ー
九
ー_五
年

收

人

法(

_

「

£
|岛
8;
'
0
7
«

3

_

6

>

»

^

j

^:
f三
：
年

^

得

歡

ゼ

馀

合
 

所
得
税
圮
更
め
：て

し

皂

た:0
:
.こ
れ
ら
を
通
じ
で0;
に
«
際
關
係
の
緊
張
し
っ
：づ
ぁ
る
^

I

-■
'rゥ
サ
ル
巧
ン
ぼ
、.勞
賃

及

：

び

農

產

物

働

格

娜

黢

の

目

的

^

:̂
つ

せ 
一
*

「

四
#
の
、<
:
1
3
:
^
^

法
ぬ
依
り
反
'>
;
ラ
：ス'
;ト
法
.
资̂
班
し
、 

勞
働
組
命
及
び
農
業
協
同
紕
合^:
聪
ド
€
;̂

ド
洪
0;
適
用
^
^;
:置
^,
敦

：で
^
^:
!0
;
1軟
瞭
に
'
:
:
:
>.
^
日
5§
.
無
 

■

を
未
然
に
防
<"
た
め
に
、
：就
氣
時
間
八
睡.陬
.走
称
貴
_
0'
1原
則
^1

鐵
道
象
働I

I
I

め
だ
。,
C 

0
.緖
架
、
朿
部
0;
^

^
ト

看

ろ>:
.
は

經

營

. 

贤
騰
貴
ひ
珂
由
を
も
つ
て
鐵
道
賃
率
の
改
正
を
要
求
し
、
西
.紙
^U:

蝴
吃
默M

し
'て
拓
炭
做
給
_

€)
罾
を
求
か
る
一
方
"
石
炭
ひ 

欺
部
沿
岸
積
變
圣
部
西
部
沿
岸
積
坩^;
變
更
.1>
.、(

.專
紀
雕
乾
泡
顏
國
に
向
っ
そ
輸
出
丈
石
に
至'っ
^

%
 

: 

、
«
舶
.の
發
航
.
場̂
の
»

_は
困
難
と
な
り
、'^:
各
％

庭
燃
料
の
欠
^:
反
沈
*:
料
品
供
給
が
紙
^:
と
な
り
'
國
內
ば
|
1̂
だ
る
景
況
を 

焱
し
た
a
:
一
 ：

九|

五
#
の
'昆

法

：ベN

a

l

ro;
e
f
l
e

(

|

蒗
0-,
:
3日
；̂

考
の
だ
め
の
憲
法
修
辱

(

100
%
^
!
2
1
6

ロ
^
| .

5
#

#

^ :
く
0 ,
血
き
國
既

.せ
ら
作
た
f
c
Q
ぁ̂
.る
0
時
恰
が
も
：
3
.
:
丨
«-
'
.パ
戰
荦
の
.勃
發
ぁ
り
、
ド
ィ
ッ
は
國
際
情
勢
を
自
國
に
有
利
に
.展
開
す
る
目
的
の
下
に
、

ァ
メ
リ
ヵ
办
か
ぐ0.
蚶
き
州
際
關
像̂

.乘
じ
、
I;
:

w
.w:
を
活
刚
せ
じ
め
亡
其
の
分
级
r
謀

り

.
、

、
メ

 

♦
シ「

コ
=政
府
を
«:
扒
^
 ̂

M 

來
政
策
を
破
化
せ
し
む-る
等
の
手
段
を
と
：つ
た
た
め
.：に
,'
;

|
|
,
丸

|
;ゼ
年
赃
2

忆̂
ァ
：本 

世
界
戰
爭
の
渦
中
へ 

に
投
ず
る
に
室
つ
た
け
れ
ど
も
\
ァ
メ
リ
ヵ
仪m:
時
財
政
々
策*
び
戰
咏
經
濟
政
歡
ば
、
戰
爭
ぞ
(0
が

.の
0
た
め
ょ
り
も* :

其
：の
®.
内
ぐ 

.
_係
の
_
盤
を
目
標
と
し
て
立
：て
も
れ
た
ど
觀

W

の
が
至
當
で
ぁ
る
。•ダ
ィ
ル
^
ン
が
^

=

&ぬ
原
§
^
揭

げ

、
：
國

際

勞

働

會

議

0
開
^

提̂
喈
し
で
卒
先7:
シ
：ン
;̂
.
;ン
勞
働
會
議
を
招
請
し̂等
—
こW

t
r

へ
®
^
る
一
に
國
內 

勞
働
關
係
を0
0
0
ひ
協
定
に
依
り
綏
和ii
^'
す
る
ほ
か
な
し
，と
考
へ
た
結
艰
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る
。

.
誕
鮮
の
戰
時
需
耍
に
因
つ
て
で
も
ぁ
る
が
、
洲
際
關
係
の
緊
張
釔
其
の
尤
も
直
接
の
原
因
と
し
て
ラ
チ
ン
*
ア
メ
リ
ヵ
氣
國
へ
の
資
本 

■輸
出
が
戰
前
ょ
り
敏
後
に
か
け
て
大
規
模
に
進
め
ら
れ
た
。
專
ら
食
料
品
及
び

•原
料
輸
入
の
目
的
に
出
づ
る
。

ョ
‘丨
ロ
ッ
，パ
諝
國
へ
の 

ァX

リ
'力
聯
邦
の
阔
家
的
性
格
ミ
典
の
財
政
及
び
‘經
濟
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ァ
、メ
'
9
>
|の翊
蓺
的
独
格V

其
の
^
政
及
び
，經
濟r.
一
 
ゴ

三

(

一
H
3
. 

資
本
輸
出
は
戰
氣
の
胗
を
も
，つ
て
爲‘
れ
たo

と
れ
ぬ
ラ
^
ン
*ァ
メ
リ
力
諸
國
.へ
の
資
本
輸
肋
ど
其
か
動
機
及
び
目
的
を
異
に
す
る
： 

け
れ
ど
も
"
食
料
故
及
び
燃
轍
出
を
通

^'
て
國
內
供
給
を
伸
縮
し
得
た
點
に©

^

0

_を
も
つ
で
居
る
.
0:こ
€>
*
^
歡
出
^
. 

，
結

娘

は

戰

後

の

-

「

過
剩
坐
產J.

と
な
，つ
て
現
は
れ
たo
そ
れ
は
單
に
戰
華
需
要
が
止
ん
だ
か
ら.で
，
は

な

く

'

資

本

輸

出

が

商

品

を

ァ

メ
 

y.
,力
取
場
に
殺
倒
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る’o 

.
茲
で
少
し
く
觸
れ
て
を'き
た
い
こ
と
•は
、
ラ
チ
ン
tア
.メ 

9力
諸
國
へ
の
資
卞
a
出
が
、
二
.
‘ 

般
，に
鄕
解
せ
ら
れ
る
や
ぅ
な
經
濟
的
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
な
く
て
、
殆
ん
ど
政
治
的
理
由
に
の
み
も
と
づ
く
と
い

.ふ
?1
と
で
办
る
0
. 

こ
の
し
と
を
最
.も
良
く
證
明
す
る
も
、の
は.、
ラ
チ
ン
‘
プ
メ
.リ
ヵ
諸
國
へ
の
，資
本
輸
出
に
於
い
て
其
の
趨
勢
曲
線
を
縹
ぎ
出
す
こ
i
奴
.出
' 

來
な
v>
と
v>
'ふ
こ
と
で
'あ
る
。
例
べ
ば
、
ィ
ギ
リ
ス'又
は
ド
ィ
.ッ
€>
.‘南
來
投
資
は
睜
に
消
長
を
示
す
け
れ
ど
も
其
の
間
に
：

1定
.の
.脈
絡
；，
 

が
^
る
o 

*
然
る
^
ア
メ
リ
力
.の
南
來
投
資
は
金
た
ぐ
ぞ
の
當
時
の•’國
內
の
政
治
關
係
に
從
つ
，て.■消
長
浮
沈
し
-、
毫
も
そ
の
..間
に
經
.濟
的 

統
一
：.活
M
(D
-跡
を
も
と
め
る
こ
.と
，
が

出

來
&;
い
ど
 

• 

か
ぐ
の
如
き
資
本
輸
出
の#
質
は
先
づ
：戰
後
窥
称
政
敗
に
規
ば
れ
於0,
:
即
ち
農
業
州
は「

ぼ
氣」

救
濟
を
要
す
る

と

い
ふ
理
由
で
、
. 

主
も
な
各
農
産
物
の
關
秕
引̂
を
議
會
ぬ
肆
取
し
兮
-
ブ
九
ー
ー
^
 

あ
み
。.こ
i
は
化
學
X'
. 

業
と
の
妥
協
で
&
來
だ
妒
の
セ
办
を
が^
じ
の
觀
業
關
薇
當
紙
ぞ
な
勝
使
と‘レ
^
ー
漏
敗
^
歡
の
引
上
を
伴
つ
た
。.
>九
一
.三
年

0' 

Fbrdney-McOimber

關
税
が
ぞ
：

Q

緣
敗
免
較
^

關̂
税
：_
 一^.
;
敗
；̂

:
_、
|
1
^
^
喷
妒
攻
ぐ
亂
品
：繇
入
の
姐
止
で
あ
り
、
こS

:

と
ざ
れ
ね
ば
尨
W
ぬ
'。
®
品
質
：暴
の
.
<ラ
.̂:
ス
：
改

靜

が

卿

令

*€
:
麵

東

％̂

べ
<-
、
_

歡0.
外

上

，
爲»
办

人

爲̂

^
等

が

從

づ

'
て

要

求

：

： 

せ

ち

る

る

で

，

I

ぅ

。.
尤

r
,ガ
.の
.商
品
蒼
ぼ
做
つ
て
植
塞
じ
、
：：生
蕾
過
剩M

が
■
默
茜
だ
じ
く
啟
&,
%
る
を
#:
だ
い
0 

■
こ
の
如
- 

き
^

^

. 

_

-
の
驗
翁
瞥
促
に
掏
免
て.砷
W
勘
对
3
ぐ
せ
ら
れ
た9

#
私
、
戰
.歡
囘
收
お
速
ギ
が
故
ら̂

む
る
目
妁
ど
も
づ
.

,

」

h
、

ヮ

、
ン

ン

ト

ン

軍

備

制

眼

會

_
を
初
め
と
し
て
軍
備
制
限
を
國
際
驚
し
、
か
く
.て
.羅

費
支
出.Q

縮

小

に

依

つ

て

坐

ず

ベ

、き

財

政
 

の
餘
裕
を
戰
偾
吏
肩
に
充
當
せ
し
め
ん
と
し
た
の
I

る
。
戰
潰
支
拂
懈
怠
國
に
對
し
'て
其
の
ア
メ
リ
カ
市
場g;

於
け
る
起
債
を
封
鎖

^
,た
如

汽
%
債

督

狐
.©
最
も
氣
骨
な
.る
手
段
^
あ

ふ
:;
°

:

:

.•;
:
w へ
-
:;
.
:
.'
;
,

:
-
-
-
.
* 

-
; 

 ̂

...■_

.:■
\

 

■
■
■
■
/
■
, 

.
 

- 

■ 

•
. 

-
-
-
-
-
- 

- 

- 

-
'
, 

-.
 

: 

:

.
 

-

戰
^

^

と̂
外
國
の
起
債
制
限
と
は
、
ニ
方
に
识
貨
を
强
制
流
入
し
他
方
に
正
貨
流
出
の
制
限
を
意
哝
す
石
。

撤
坭
的
に
觀
.て
、
ア 

•;
-メ
'リ
カ
以
外
の
諸
國
に
於
い
て
は
ー
九
ニ
ー
丨
ー
一
年
恐
慌
後
物
價
漸
落
の

傾
向
が
現
は
れ
た
に
對
し
、
m
り
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て物
價 

騰
貴S,

傾
向
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
か
く
の
如
き
理
11
3
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
物
價
遝
動
は
坐
產
擴
張
を
伴
ぅ
危
險
が
.あ
る
。
關
税 

.政
;^
の
.點

だ

け

か

ら

考

へ
て
も

、
阈
內
の
坐
鹿
制
限
が
當
激
必
要
な
の
で
あ
る
上
に
、
戰
債
及
び
外
國
起
債
に
對
す
る
ア
メ
リ
カ
のか 

.く
の
.如
き
政
策
は一

股
の
坐
產
制
限
を
强
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
る
に
ハ
ー
ジ
ン
グ
及
び
次
.

Q

 

n

o

o

s

^

は
、
共
和
黨
の 

:、i

«

p
fc
從

：
つ
；
て
：
公

廣

猶

卿

•

後

,0
財
1 »
々
.; »
の
»
榦
と
し
た
。
即
^

;»
潰

澄

取

金

，
所
得

我

？

^

相
續
稅
满
の
他
國
_
剩
餘
金
を
^
^ ̂

■減
f

金
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
軍
事
费
支
出
其
の
他
.一

般
經
费
の
節
減
に
依
り
國
鹿
剩
f

を
多
く
す
る
こ
と
に
つ
と

.

め
，た
の 

.

::
!
>
■
一

锄

の

靠

：
棄

備

制

馨

議
:0
:0
內
的
意_
は
.こ
.れ

ぬ

依

：
つ
，
て
，

1春

1業
投
資
を
助
長
せ
し
む
る
結
银
と
な
るo
.聯
邦
準
備
法
は
、

一
九
一
三
尔
の
立
法
以
來«
.々
改
]1
£
を
經
て
其
の
金
融
銃
制
機
能
は
.强
い 

も
ぬ
と
'尤
ら
れ
た
。
加
,^
銀
行
の
.數
も
次
第
に
多
べ
な
つ
たo
併
し
な
が
ら
其
の
貸
付
及
び
市
場
操
作
を
通
じ
て
金
融
を
銃
制
し
得
る 

.の
は
ノ
金
準
侦
が
不.利
ヤ
公
偾
.準
備
が
利
著
る
と
き
に
限.ら
れ
る
の
で
あ
る0
公
愦
偾
却
と
爪
貨
流
入
と
に
依
り
金
價
が
低
落
す
る 

,せ
茧
.れ
ば
、
其
の
統
制
機
能
は
甚
だ
弱>
も
の
_と
.カ
ふ
ざ
る
を
锝
な
い0
观
ル
や
.非

加

盟

，
顧

行

が

尙

ほ

,?
次

，
の'#
カ

を

有

す

る

に

於

.
い

て 

を
^
で
.あ
る
。̂

に
公
債
償
却
が
翁
が
れ
た
嘥
か
り
で
な
く
、
獅
邦
«
政

養

袭

第

に

舊

主

義
^

!

|
廣

屋

|

4
へ
0

^

^

:

_遺

_
議

溯

if
^

^
l f
證

讓

舊

*

1

_

_翁

1

,

_
廻

龙

變

保

藝
_

®

^

^

>
.メ
ぃ
リ
力_
邦
の
钩
家
的
着W

典
の
M

㈣及
が

^

祷
 

一
兰H

( 
一
 

S

S



ア

-/
9
-*
聯
都
0
_篇
的
饯
格
-'
«
其
の
財
政
^
ぴ
經
濟
.，

.

r

s
 (jljl

四〕

，

度
it
減
廢
.
せ

ら4
.て
行
つ
た
0
>
く
し
て
坐
產
制
龈
を
必
要
と
す
る
傍
ら
生
產
擴
張
へ
の
誘
引
が
幾
つ
も

0
く
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る0 

か

':
<
の

：
如

爸

聯

邦

政

策

.に
も
枸
は
ら
ず
、典
の
破
綻
が
案
外
遲
く
現
は
れ
た
の
は
'
1に
地
方
の
‘財
政
々
策
に
依
‘る
も
の
で
あ
.つ
ち 

•に
戰
前
ょ
り
看
ら
れ
た
地
方
の
社
會
費
蕃
の
膨
脹
傾
向
は
戰
後
も
益
タ
强
く
な
っ
た
。
戰
時
動
員
費
は
原
則
と
し
て
地
方
の蠢
 

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る'0
戰
後
、
軍
事
毁
削
減」

の
必
要
か
ら
出
征
軍
人
は
續
_々地
方
に
.歸
還
.せ
し
め
ら
れ
た
が
、席
業
は
こ
れ
を
吸
收
す 

る
こ(

と
が
出
來
な
か
つた
。
過

剩

資

本

，
に

も

と

.
づ

く

長
期
金
利
の
戗
落
*
諸
國
の
關
税
.引
上
に
樹
應
す
べ
き
坐
淹
费
切
下
の
必
要
、

一
 

九
，二
三
年
の
，

J
O
I
§

-
L
o
d
g
e
、A

c
t
_

に
依
る
移
民
の
事
實
上
.の
禁
也
、
及
び
勞
働
組
合
の
活
動
に
.も
と
づ
く
努
貨
高o
,こ
れ
ら
の
條 

件
は
合
.
.现

.^
部

動

-^
進
，.め
.
..
.こ
れ

，
は:|
5
ら
に

繼

續

失
.*
を
大
含
.く
し
た
。地
方
の
.社

會

費

支

出

は

.
從

0
.て
«
,加
し
た
。

a

で
地
..'
方
は
' 

.i
"
fぶ

«
發
行
に
.依
り

*
急
必
耍
に
I#
;
じ
、
綜
合
財
產
税
の「

分
離」

を
不
撕
に
進
‘め
た
。
地
方
公
愦
の
發
行
は
聯
胄
公
債
に
反
比
例 

し
て
增
加
し
，て
行
つ
た
。「

分
離
1め
紹
果
、
州
所
得
税
•
州
消
費
税
"?state-exciseso

は
大
多
數
州
の
採
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た

o

州 

謙

^
浪

•

ッ
^
ン
;-
«
漬
_

煙
違
販
廣
税
の
咖
き
特
殊
販
：賣
税
と
ノ
小
寶
税
.卸

寶

税

，
苗
貨
店
税
、
連

鎖

吉

税

0
如
き
線
合 

販
賣
税
が
.就

中

、
一_般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
耍
す
る
纪
、
そ
れ
は
營
業
收
溢
を
捕
捉
せ.ん
と
す
る
點
に
於
い
て
共
通
性
を
も
つ
て
居
る0 

從
つ
て
幾

:«
の
地
方
税
政
策
は「

無
體
動
糜」

課
税
を
1
0:標
と
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
つ
て
、
そ

^
は
聯
邦
の
粗
税
政 

策
に
.と
つ
て
.
.大
き
な
是
正
.作

用

を

も

，

つ
も
の
で
あ
つ
たo 

.

地
方
の
公
偾
政
策
租
税
政
策
は
聯
邦
の
そ
れ
を
補
：止
し
て
は
吳
れ
た
け
れ
ど
も
、
終
に
其

Q

破
綺
を
如
何
と
も
すt

と
は
出
来
な 

か
つ
た
。
證
淥
ブ
ー
ム
の
，兆
候
が
一
九
ニ
九
平
に
入
つ
て
顯
箸
に
現
は
れ
て
來
た
。
生
產
の
_
張
を
思
ひ
切
つ
て
制
限
せ
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
そ
こ
でH

o
i

大
統
領
は
^
行
と
拂
提
し
て
先
づ
株
價
を
修JH
し
、
次
い
S

物
價
政
策
を
推
迆
め
た

o

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
あ 

れ
ぱ
1
'九
:1
:
九
;^
恐

;«
尬
澤
激
る
國
內
恐
慌̂

し
て
結
末
を
見
た
で
ぁ
ら
ぅ0
と
で
ろ
が
フ
ー
ヴ
ァ
は
、

九
ニ
四
年
以
來
種
そ
の
孩
.

式
..で
繰
返
し
議
會
に
提
出
さ
れ
な
が
ら
，も
常
に
搌
り
っ
，■ぶ
し
の
運
命
に
あ
っ
て

tQ

feM
C
N
a
r
y
-
H
a
u
g
p
.

重
要
農
產
物
補
*
免
装
を
® 

業
州
の
た
め
に
認
め‘る
と
同
時
に
'
そ
れ
は
エ
業
',の：生
產
費
騰
貴
を
齎
ら
す?>
,
:の
セ
あ
^
か
^

し
て
，

H
a
w
l
y
-
s
l
o
t
,

關
.税
法
案
に
署
名
し
た.の
.で
あ
，るo
'マ
.
，̂ナ
ヴ
•
ホー
ゲ
ン
.法

:れ
に
，依
っ
て
ノ ；1:

方
に
農
産
物
を
.ダ
ム
ビ
ン
グ
し
、
..他
方
に
製
品
の
.輸
人
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る。
' そ
の
世
界
經
濟
に.及
ぼ
：す
影
響
^
る
：
 

や
到
.底
一
九
.ニ
，一
 
一
年
關
稅
法
の
比
セ.，は
'な
ぃ
の
：：.で
あ
る
。
猛
烈
な
關
税
戰•爲
替
戰
が
世
界
市
場.に
起
り
、
世
取
經
濟
は
空
然
の.混
亂
.に 

陷
っ
た
。

フ
ー
ヴT
は
、
軍
備
制
限
會
議•關
税
#
議*

世
界
經
濟
會
議
等
、.相
次
い
で
阈
際
會
議
の
開
催
に
盡
カ
し
、
戰
債
の
：据
¥

賠
，
 

償
支
拂
の
改
訂
等
に
成
功
：す
る.と
共
.に
*
.國
内
的
.に
；ば
、.
.一‘方
失
業
救
濟
に：

積
極
的
に
.乘
り
出
し
、.
'他
方
復
興
金
融
會
.社
バReconstru. 

ctiop 

.、F

i
.o
;
:
e 

cooperation)

を
設
立
し
て「

產
業
の
'復
興」

を
計
り
、
聯
邦
準
備
法
の
改5£
、
農
業
信
用
の
改
善
等
百
方
奔
走
し̂
於
、 

係
は
益
々
：：惡
化
す
る
ぼ
か
り
で
如
何
と
も
し
幽
く
、
終
に
挂
冠
し
た
。
.
.
.
V
-
-

- 

■賠
償
支
挪
の
改
訂
ば
一
兀
來
戰
債
の
：改IT
5:
:
.豫
期

せ

〃
る

も

の
，：

で

、

事

實

フ

.

1
ヴ
_ア
も
暗
匕
こ
れ
を
肯
認
し
て
ゐ
たの
.で
あ
る
.0
從

0:
て

,
h九
.

| ーー：1_1 :率

改
訂
の
意
味
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
>
そ
れ
が
爲
に
は
當
，然
ル
ー
ズ

.ヴ
チ
ル
ト
の
金
政
策
を
緩
和
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
：ら
，れ
た
o
. 

即
ち
焱
輸
出
禁
止〗

や
世
猓
市
場
に
於
け
：る
金
貿
上
政
策
を
緩
和
：せ
ま
と
い
'ふ
の
；で
あ
る
0
*
^
&
1
1
^
&
3
0
0
:

し
か
し
$ 

f
 

國
0
意
見
に
聽
從
す
.る
と
な
れ
.ば
、
勢
い
其
：の
：銀
政
策
も
拋
棄
せ.ね
ば
を
ら
ぬ
9
:銀
政
策
を
抛
棄
す
る
位
い
セ̂
^

:̂
ズ
^
ぶ

、个
^
必
要
と
し
欢
ぃ
.の
セ
あ
、る
0
_薔
1>
、
ル」

.丨
ズ
ダ』

^

に

依

る

政

治

關

係

の

」「

調

盤
.

」

£
な
け
れ
ば
な
ち
ず
::
\
^:
か
^
意
味
合
か
&

«
の「

救
濟
^

§
ぽ
傳
復
興」

9

$

業
復
興
法(National Industrial Recovery A

C
Q
i

農
業
調
盤
法
.

(
A
g

-aQUItural Adjustment 

>
0
0
 

と
を
骨
格
と
し
て
姐
>
立

ァ
'メ
リ
力
聯
邦
の.國
家
的
性
格w

典
の
'財
政
及
び
經
濟
 

一

三

五

(
1

三
五)



ア
メ
リ
カ
聯
邦
の
國
家
的
性
格

W

其
の
財
政
，及
び
經
濟
 

一三

六

(

ー
三
六) 

そ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
な
の‘だ
か
ら
で
あ
る
o
從
つ
て
、.ル
ー
ズ
ヴH

ル
ト
は
、
通
貨
問
題
は
國
内
問
題
で
あ
つ
て
濫
，り
に
外
國
、の
干
渉 

を
許
さ
な
w
i斷
言
し
て
、
贳
經
濟
會
議
を
無
期
限
延
期
に
至
ら
し
め
た
。
ル
ー
ズ
ヴ
*
ル
，
ト

の

阈

醫

調

主

義

に

鑑

み

て

邦

の

世
 

界
經
濟
に
對
す
る
_
度
は
太
く
矛
盾
す
•る
も
：の
の
や
ぅ
で
，あ
る
け
れ
ど
も
、
其
のS
思
は
一
に
阈
內
の
調
盤
に
布
る
こ
と
荇
に
述
ベ
.る 

通
り
で
あ
る
。
' 同
様
の
こ
と
は
ル
丨
ズ
ヴ

H

ル
トQ

關
税
政
策
に
就
.い
て
も
觀
ら
れ
るC

其

の

對

外

藥
t

す
れ
ば(

關
税
は
乳
に 

全
般
的
に
W
下
げ
ら
.る
べ
き
で
あ
つ
た
。
然
る
：に
こ
の
變
出
で
ず
、
僅
か
に
一
九

三

四

部

のReciprocal 

Trade 

Agreements 

A
c
t

に
依
り
',
互
*
協
觉
CD
:
下
ぬ
税
率
の
.逐
次
引
下
を
志
し
て
ゐ.る
に
過
ぎ
な
い
.
o 

:
こ
れtl 、

農
產
：
物
價
及
.
努̂
質
の
引
上•

維
持
_
策 

凑

#
弓
下
と
.は
蓄

す

る

ど
.い
ふ
现
由
が
：ら
來
る
：の'で
ば
な
く
て
、
±'
綮

含

贫

協

，
擎

^

と
ず
：今
ル 

■1
K
ザ
.
*ル
ト
政
策
(0
本
質
か
ち
來
る
^
0
で
あ
.る
0、
し
が
し
關
稅
も.引
下
げ
ず
，
費
本
輸
出..の
强
行
も
せ
ず
、
；そ
れ 

業
を
ど
力
展
開
し
や
ぅ
と
す
：る
の
で
あ̂
ぅ
.と
い
ふ
疑
問
は
、
：何
人.の
胸
に
も
浮
ば
ね
ば
だ
ら
ぬ
酱
で
あ
る
。

i

九

三

六

年

秋

の

夫

統

領

選

擧

戰

’に
ル
V
ズ
ヴ
M

ル
I

爭

.ち
、
別
に
.こ 

>
•點
に
就
い
て
積
極
的
な
藥
を
國
民
.に
表
明
し
得
な
か
つ
た
。
.

「

政
策
の
質
困
：
し
は
か
く
で
•今

ア

：メ
ぺ
リ
力
を
猶
o
:て
ゐ
.る
の
さ
あ
る
o
' 
■

• 

■ル
诊
ア
•
ボ
I
フ

ー

は

、

ア

メ

リ

カ

の

民
族
構
成
は
複
雜
.で
あ
る
け
れ
：ど
も
、
其
の
國
民
_
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狹
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早̂
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；
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あ
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强
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あ
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イ
ル
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商
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熱
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リ
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力
は
固
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な
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事
と
い
ふ
も
の
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な
い
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の
社
會
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活
の
無
味
乾
燥
性
が
ア
メリ
力
の
地
理
的
條
件
と
結
付
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そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
國
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を
つ
く
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上
げ
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.室
と
銀
行
及
び
土
業
と
の
三
者
を
め
ぐ
る
物
價
政
策
の
變
邏
を
興
味
深
く
述
：べ
、
か
く
：の
如
き
物
價
政
策
が
典
の
植
民
地
た
る
ア
メ
.リ 

:
力
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
統
一
敎
育
の
な
い
こ
と
と
相
俟
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
如
何
に
特
尥
づ
け
る 

か
を
、
：簡
潔
に
記
述
し
て
居
る(

p 

H
I
, 

The Two Nations, 

1
9
3
5
0
0

又
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メ
リ
カ
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宗
敎
的
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族
的
*
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語
的

*敎
育
的
種
々
の
社
會
學
的
環
境
を
擧
げ
て
、
耍
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
及
び
ア
メ
リ
力
人
は
か
く
の
如
き
社
會
環
境
に
依
つ

.て
：其
の 

浪
池
性
其
の
法
律
輕
視
性
を
も
た
さ
れ
る
と
し
て
届
る(C. F. 
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；

「

實
證
的
に」

：
詳
說
し
て
居
る(

>
• N,

、Holcombe, 

The N
e
w

 Party'POHdes, 1
933) 0

ホ
ル
コ
：ム

.の
意

姑

は

，相

當
.の
影
響
を
の
こ
し
て
居
る
。

シ
ミ
ア
シ
は
、
ア
メ
リ
カ
的
制
度
及
び 

ア
メ
リ
カ

'的
政
衆
の
不
合
理
性
は

'セ
ク
シ®

ナ
リ
ズ
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リ
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リ
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濟
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Fereinigten Staats 

v
§ Amerika 

von 1789 

bis 

1926, 

1926,

>
o 
こ

<6
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
吏
配
的
宗
敎
は
ブ
ロ
テ
ス
タ 

y
チ
ズ
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近
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受
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茆
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メ
リ
カ
の
排
他
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は
其
の
經
濟
的
自
足
性
に
も
と
づ
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も
の
で
あ
る
と
い
ふ
靈
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史
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吾
人
：は»

身
に
、
重
商
生
_

時
代
の
英
國
に
.
在
0

て
、
：
救
貧
問
題
が
生
と
‘

て
貿
易
差
顏
の
見
地
ょ
り
考
察
せ
ら
れ
た
る
を
觀
、
第

+
 

七

世

覆

半

期

に

於
.
け
る
幾
多
の
論
潘
が
％

.
'1«

部
鬥
の
エ
業.に
@

民
を
使
傭
し;:
'

揺

ね

獎_

に
よ
0
て
輸
出
額
を
太
な
ら
し
め
、
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輸

-A
を
抑
制
し
て
、
阈
富
の
报
加
を

_

6

ん
：こ
士
を
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言
せ
る
旨
を
述
べ
、
而
し
て
：其
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丨
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參
照)

。
：而
も
吾
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は
當.時
'
恐
ら
く
は
へ
イ
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お
一
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！
め
ら
る
可
き
一
千
六
百
七
十
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牢
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